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集
中
豪
雨
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

集
中
豪
雨
と
は
、
狭
い
地
域
に
、
比
較
的
短
時
間
に
多
量
に
降
る
雨
を

言
い
ま
す
。
時
刻
を
選
ば
ず
に
降
り
ま
す
が
、
と
り
わ
け
夕
方
か
ら
宵
の

う
ち
に
か
け
て
と
、
真
夜
中
か
ら
明
け
方
に
か
け
て
降
り
や
す
い
傾
向
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
台
風
（
温
帯
低
気
圧
）
も
強
い
雨
と
風
を
伴
な
い
、
大
き
な
被

害
を
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

非
常
に
激
し
い
雨
が
降
っ
て
い
る
時
や
、
台
風
が
接
近
し
て
い
る
時
に

屋
外
に
出
る
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
。
気
象
情
報
を
よ
く
聞
き
、
事
前
に

備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

竹田市を襲った主な災害
昭和57年7月23日～25日　　「昭和57年7月豪雨」
平成2年6月2日～7月22日　梅雨前線
平成5年9月1日～5日　　　　台風第13号
平成16年 8月27日～ 31日　　台風第16号
平成16年9月4日～8日　　　台風第18号
平成17年9月3日～8日　　　台風第14号、前線
　　　　　（気象庁ホームページ／消防白書より）

↑「昭和 57 年 7月豪雨」稲葉川が氾濫した東本町

 

集
中
豪
雨
が
発
生
す
る
時

 

・
日
本
付
近
に
前
線
が
停
滞
し
て
い
る
時
（
特
に
梅
雨
の
終
わ
り
頃
）

 

・
台
風
が
日
本
へ
近
づ
い
て
い
る
時
や
上
陸
し
た
時

 

・
大
気
の
不
安
定
な
状
態
が
続
き
、
次
々
と
雷
雲
が
発
生
す
る
時

 

集
中
豪
雨
が
発
生
す
る
と

 

・
河
川
が
急
に
増
水
し
た
り
、
氾
濫
し
た
り
し
ま
す
。

 

・
土
砂
崩
れ
や
が
け
崩
れ
が
発
生
し
ま
す
。

 

・
家
屋
が
浸
水
し
た
り
、
道
路
が
冠
水
し
た
り
し
ま
す
。

 

・
地
下
室
等
に
水
が
流
れ
込
ん
だ
り
し
ま
す
。

●
台
風
の
場
合
、
強
い
雨
風
が
吹
き
、
も
の
が
飛
び
ま
す
。

●
フ
ェ
ー
ン
現
象
に
よ
る
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

 

集
中
豪
雨
に
備
え
ま
し
ょ
う

 

・
停
電
に
備
え
て
、
懐
中
電
灯
（
家
族
の
人
数
分
）、
ロ
ウ
ソ
ク
、
マ
ッ
チ
、

　

携
帯
用
ラ
ジ
オ
（
予
備
の
電
池
）
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。
防
災
無
線
の

　

電
池
も
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・
断
水
に
備
え
て
、
飲
料
水
、
生
活
用
水
を
た
め
ま
し
ょ
う
。
飲
料
水
は
、

　

１
人
１
日
３
㍑
×
家
族
の
人
数
分
を
３
日
分
用
意
し
て
お
く
と
よ
い
で

　

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
新
鮮
な
水
で
あ
る
よ
う
保
存
に
は
気
を
つ
け
ま
し

　

ょ
う
。

 

・
避
難
に
備
え
て
、
非
常
用
品
を
ま
と
め
て
リ
ュ
ッ
ク
や
袋
に
入
れ
、
い

　

つ
で
も
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
避
難
す
る
時
の
服
装
と
し

　

て
、
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
、
は
き
慣
れ
た
底
の
厚
い
靴
、
軍
手
、
ヘ
ル
メ

　

ッ
ト
や
防
災
ず
き
ん
、
暗
闇
や
水
面
下
を
探
る
棒
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

・
火
災
に
備
え
て
、
ガ
ス
の
元
栓
を
し
っ
か
り
閉
め
ま
し
ょ
う
。

 

・
災
害
に
備
え
て
、
防
災
機
関
等
の
救
助･

復
旧
活
動
の
電
話
を
優
先
さ

　

せ
る
た
め
、
自
宅
の
電
話
や
携
帯
電
話
の
利
用
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。
た
だ
し
、
グ
レ
ー
、
緑
色
の
公
衆
電
話
（
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

　

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）
か
ら
は
か
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
（
ピ
ン

　

ク
は
除
く
）
の
で
、
10
円
玉
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

情
報
を
集
め
ま
し
ょ
う

　

も
し
も
の
時
は
、
災
害
に
関
し

て
信
頼
で
き
る
情
報
や
知
識
を
元

に
、
速
や
か
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

■
防
災
無
線

　

一
番
身
近
な
情
報
で
す
。
避
難

勧
告
等
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

　

天
気
予
報
や
地
震
情
報
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

大
分
県
が
雨
量
や
河
川
水
位
の

警
戒
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

雨
量

http://sabo.pref.oita.jp/

水
位

http://river.pref.oita.jp/

携
帯
サ
イ
ト

http://river.pref.oita.jp/m
obile/

■
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

竹
田
土
木
事
務
所
が
管
内
の
雨

量
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

☎
63‒

４
９
３
６

↑県土砂災害情報提供システム
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非
常
用
品
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
！

　

避
難
の
際
に
持
ち
出
す
「
非
常

持
ち
出
し
品
」
と
、
避
難
後
の
生

活
を
支
え
る
「
非
常
備
蓄
品
」
を

用
意
し
て
い
る
か
（
で
き
る
か
）

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

非
常
持
ち
出
し
品

■
貴
重
品

□
携
帯
電
話

□
充
電
器

□
現
金
（
要
10
円
玉
）

□
預
貯
金
通
帳

□
印
鑑

□
免
許
証
コ
ピ
ー

□
健
康
保
険
証
コ
ピ
ー

□
権
利
証
書

□
住
所
録

■
非
常
食
品

□
飲
料
水

□
カ
ン
パ
ン

□
缶
詰

□
チ
ョ
コ

□
氷
砂
糖

□
ア
ル
フ
ァ
米
（
水
で
食
べ
れ
ま

　

す
）
等

□
割
り
箸

□
紙
製
の
お
皿
、
コ
ッ
プ

□
缶
切
り
・
栓
抜
き

※
乳
幼
児
用

□
ミ
ル
ク

□
ほ
乳
び
ん

■
命
を
守
る
も
の

□
ヘ
ル
メ
ッ
ト

□
帽
子
、
バ
ン
ダ
ナ

□
靴
（
頑
丈
で
熱
に
強
い
も
の
）

□
軍
手

□
防
塵
マ
ス
ク

□
タ
オ
ル

□
懐
中
電
灯
、
予
備
電
池

□
ホ
イ
ッ
ス
ル

□
小
型
ナ
イ
フ

□
衣
類

□
下
着

■
生
活
用
品

□
携
帯
ラ
ジ
オ
、
予
備
電
池

□
マ
ッ
チ
・
ろ
う
そ
く

□
ラ
イ
タ
ー

□
雨
具

□
歯
磨
き
セ
ッ
ト

□
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

□
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

□
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

□
ご
み
用
ポ
リ
袋

□
新
聞
紙

□
布
製
ガ
ム
テ
ー
プ

□
筆
記
用
具
（
油
性
ペ
ン
）

□
使
い
捨
て
カ
イ
ロ

□
生
理
用
品

□
紙
お
む
つ

□
予
備
の
眼
鏡

□
入
れ
歯

■
救
急
箱

□
安
全
ピ
ン

□
三
角
き
ん

□
ば
ん
そ
う
こ
う
（
大
・
小
）

□
包
帯
（
４
号
、
６
号
が
便
利
）

□
消
毒
ガ
ー
ゼ

□
き
れ
い
な
タ
オ
ル

□
体
温
計

□
傷
口
の
消
毒
液

□
消
毒
用
せ
っ
け
ん

□
胃
腸
薬

□
か
ぜ
薬

□
鎮
痛
剤

□
解
熱
剤

□
湿
布
薬

□
は
さ
み

□
安
全
カ
ミ
ソ
リ

□
綿
棒

□
毛
抜
き

□
ビ
タ
ミ
ン
剤

□
常
備
薬

 

非
常
備
蓄
品

■
貴
重
品

□
貴
重
品
の
コ
ピ
ー

■
非
常
食
品

□
飲
料
水
（
１
人
１
日
３
㍑
）

□
カ
ン
パ
ン

□
ビ
ス
ケ
ッ
ト

□
缶
詰

□
乾
物

□
レ
ト
ル
ト
の
お
か
ず

□
チ
ョ
コ

□
氷
砂
糖

□
ア
ル
フ
ァ
米
（
水
で
食
べ
れ
ま

　

す
）
等

□
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

□
調
味
料

■
燃
料

□
マ
ッ
チ･

ラ
イ
タ
ー

□
ろ
う
そ
く

□
卓
上
コ
ン
ロ
、
携
帯
コ
ン
ロ

□
固
形
燃
料

□
予
備
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ

■
生
活
用
品

□
懐
中
電
灯

□
予
備
電
池

□
ラ
ン
タ
ン

□
下
着

□
衣
類
（
ジ
ャ
ー
ジ
等
）

□
テ
ン
ト

□
ロ
ー
プ

□
毛
布

□
寝
袋

□
マ
ッ
ト
・
シ
ー
ト

□
石
け
ん

□
洗
面
用
具

□
水
を
使
わ
な
い
シ
ャ
ン
プ
ー

□
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

□
キ
ャ
ン
プ
用
食
器
セ
ッ
ト

□
折
り
た
た
み
ポ
リ
タ
ン
ク

□
バ
ケ
ツ

□
携
帯
用
浄
水
器

□
簡
易
ト
イ
レ

□
筆
記
具

□
生
理
用
品

□
介
護
用
品
等

■
そ
の
他

□
キ
ッ
チ
ン
用
ラ
ッ
プ

□
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

□
ご
み
袋

□
さ
ら
し

□
布
製
の
ガ
ム
テ
ー
プ

□
十
徳
ナ
イ
フ

□
軍
手

□
ガ
ム
テ
ー
プ

□
裁
縫
セ
ッ
ト

□
家
族
の
写
真

□
知
人･

友
人･

親
戚
の
連
絡
先
、

　

避
難
場
所
の
地
図

■
生
活
用
水

□
風
呂
、
洗
濯
機
等
へ
の
水
の
汲

　

み
置
き
（
フ
タ
は
閉
め
る
）

■
工
具

□
バ
ー
ル

□
ス
コ
ッ
プ

□
斧

□
ハ
ン
マ
ー

※
食
料
品
、
消
耗
品
は
１
人
３
日

　

分
は
必
要
で
す
。

　
（
参
考
：
エ
フ
エ
ム
大
分
開
局

　

15
周
年
記
念
「
地
震
・
防
災
ハ

　

ン
ド
ブ
ッ
ク
」）
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■

互
い
に
助
け
合
い
、
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
■

　

災
害
が
発
生
し
た
時
は
、
高
齢
者
や
心

身
に
障
が
い
の
あ
る
人
、
子
ど
も
や
妊
婦

等
の
災
害
時
要
援
護
者
に
は
手
助
け
や
心

く
ば
り
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

  

災
害
時
要
援
護
者
と
は
？

 

・
自
分
の
身
を
守
る
た
め
の
適
切
な
防
災

　

行
動
（
避
難
等
）
が
取
り
に
く
い
人

 

・
急
激
な
状
況
の
変
化
に
対
応
が
困
難
な

　

人

 

・
車
い
す
・
補
聴
器
等
の
補
装
具
を
必
要

　

と
す
る
人

 

・
生
活
す
る
上
で
、
薬
や
医
療
装
置
が
必

　

要
な
人

 

・
情
報
の
や
り
取
り
が
困
難
な
人
、
情
報

　

の
入
手
や
発
信
が
困
難
な
人

 

・
理
解
や
判
断
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
時

　

間
が
か
か
る
人

 

・
精
神
的
に
不
安
定
に
な
り
や
す
い
人

 

・
普
段
の
生
活
に
は
支
障
が
な
く
て
も
、
災

　

害
時
の
異
常
環
境
に
お
か
れ
た
場
合
に
特

　

別
な
手
助
け
を
必
要
と
す
る
人

  

介
護
者
の
方
へ

 

・
災
害
発
生
時
に
す
ぐ
駆
け
つ
け
ら
れ
る
よ

　

う
、
役
割
分
担
や
避
難
方
法
等
、
援
助
体

　

制
を
整
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 
・
車
い
す
が
使
え
な
い
場
合
の
た
め
に
、
お

　

ん
ぶ
ひ
も
等
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

・
家
具
等
の
転
倒
防
止
対
策
の
手
助
け
を

　

し
ま
し
ょ
う
。

 全国統一防災訓練開催
　６月８日に全国統一防災訓練が実施されま
した。
　竹田市では、土砂災害を想定して竹田養護
学校の教職員と児童生徒、下矢倉地区の方、
総勢 108 人が非常持出品を携帯して参加し、
消防団員の誘導により避難訓練を行ないまし
た。
　災害は、いつ発生するか分かりません。日
頃から災害への備えを心がけましょう。

助け合いながら
学校前の坂を上る
生徒さん　　　→

←リュックを背負い、
　ロープを持って移動
　する地元の方々

住
宅
に
も「
火
災
警
報
器
」の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
６
月
に
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
平

成
18
年
６
月
１
日
か
ら
、
個
人
の
住
宅
に
お
い

て
も
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

住
宅
で
あ
れ
ば
一
戸
建
て
住
宅
、
ア
パ
ー

ト
の
よ
う
な
共
同
住
宅
を
問
わ
ず
、
ま
た
、
事

業
所
に
併
設
さ
れ
た
住
宅
部
分
も
適
用
さ
れ
ま

す
。

　

新
築
の
場
合
、「
平
成
18
年
６
月
１
日
以
降

に
工
事
に
着
手
」
し
た
住
宅
は
、
火
災
警
報
器

の
設
置
が
必
要
で
す
。
既
存
の
住
宅
も
「
平
成

23
年
５
月
31
日
ま
で
」
に
火
災
警
報
器
の
設
置

が
必
要
で
す
が
、
竹
田
市
で
は
条
例
に
よ
り
平

成
23
年
６
月
１
日
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

 

大
切
な
命
を
守
る
早
期
発
見

　

平
成
15
年
、
全
国
の
建
物
火
災
に
よ
る
死
傷

者
数
が
17
年
ぶ
り
に
１
、０
０
０
人
を
超
え
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
「
住
宅
火
災
に
よ
る
死
傷
者

数
」
は
約
９
割
に
及
び
、
そ
の
半
数
以
上
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
さ
ら
に
、「
住
宅
火

災
に
よ
る
死
亡
原
因
」
の
約
７
割
が
逃
げ
遅
れ

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
火
災
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と

で
消
火
ま
た
は
避
難
が
で
き
、
大
切
な
命
を
守

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

火
災
警
報
器
の
設
置
場
所

　

火
災
警
報
機
は
、
寝
室
、
階
段
、
廊
下
の
天

井
又
は
壁
面
に
設
置
し
ま
す
。
た
だ
し
、
階
数

に
よ
っ
て
設
置
場
所
は
異
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
台
所
は
今
回
の
義
務
化
に
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
居
室
に
続
い
て
２
番
目
に
多
い

住
宅
火
災
の
発
生
場
所
で
す
。
台
所
用
の
火
災

警
報
器
の
設
置
も
お
勧
め
し
ま
す
。

※
平
成
17
年
９
月
号
で
も
火
災
警
報
器
設
置
義

　

務
化
に
つ
い
て
特
集
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
消
防
署
予
防
課　

☎
63‒

０
１
１
９

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室

　

☎
０
１
２
０‒

５
６
５‒

９
１
１

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　
月
〜
金　
９
時
〜
17
時
）

 

火
災
警
報
器
に
つ
い
て

　

火
災
警
報
器
は
「
天
井
取
付
式
」
や
「
壁

取
付
式
」
等
が
あ
り
、
電
源
に
は
「
電
池

を
使
う
タ
イ
プ
」
と
「
家
庭
用
電
源
を
使

う
タ
イ
プ
」
が
あ
り
ま
す
。
日
本
消
防
検

定
協
会
の
鑑
定
を
受
け
た
住
宅
用
火
災
警

報
器
及
び
補
助
警
報
装
置
に
は
協
会
の
表

示
が
付
い
て
い
ま
す
。
こ
の
表
示
は
義
務

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
購
入
の
目
安
に
な

る
で
し
ょ
う
。　

 

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
義
務
化
を

契
機
と
し
て
、
性
能
が
不
足
し
た
機
器
を
廉

価
で
販
売
し
た
り
、
機
器
を
不
当
な
高
額

で
販
売
す
る
悪
質
な
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

悪
質
な
業
者
は
、「
点
検
も
義
務
付
け
ら

れ
た
」
と
偽
っ
た
り
、「
消
防
〝
の
方
〞
か
ら

来
ま
し
た
」
等
と
消
防
職
員
の
ふ
り
を
し
て

機
器
を
売
り
つ
け
る
手
口
を
用
い
て
き
ま
す
。
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平
成
18
年
度
春
の
叙
勲

　

地
方
自
治
や
教
育
等
の
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
方
を
対
象
に
し
た
春

の
叙
勲
の
受
章
者
が
、
４
月
29
日
付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
大
分
県
か

ら
は
45
人
が
選
ば
れ
、
竹
田
市
か
ら
は
２
人
の
方
が
受
章
し
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章

　

村
田
忠
士
さ
ん
（
75
）

　
　
　
　
　

元
久
住
町
議
会
議
長

　

村
田
忠
士
さ
ん
は
、
旧
久
住
町

議
会
議
員
を
11
期
42
年
務
め
、
議

長
職
に
も
３
回
就
か
れ
ま
し
た
。

「
お
世
話
に
な
っ
た
恩
返
し
に
働

き
た
い
」
と
語
る
村
田
さ
ん
。
現

在
も
久
住
地
域
自
治
会
長
会
会
長

等
に
就
き
、
忙
し
く
し
て
い
ま
す
。

旭
日
単
光
章

　

鍵
小
野
晶
さ
ん
（
77
）

　

元
県
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
長

　

鍵
小
野
晶
さ
ん
は
鍼
灸
師
と
し

て
58
年
働
い
て
い
ま
す
。
昭
和
55

年
か
ら
57
年
の
間
は
大
分
県
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
長
の
職
に
就
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん

の
喜
ぶ
姿
を
見
る
た
め
生
涯
現
役

で
あ
り
た
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

  

人　

事

教
育
委
員

教
育
長　

鎌
田
哲
夫

委
員
長　

田
邉
直
勝

委
員
長
職
務
代
理
者　

岩
屋
庄
一

委
員　

大
石
裕
子
・
森
恒
範

知
的
障
害
者
相
談
員

　

高
橋
良
子
さ
ん
（
荻
町
恵
良
原
）

が
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
２
年
間
、

大
分
県
知
事
か
ら
知
的
障
害
者
相

談
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
せ

　

☎
68‒

３
３
９
８
（
自
宅
）

舞台は全国!! 　この夏、竹田市から全国大会に出場する市民を紹介します。市民の皆
さんの熱い応援をお願いします！

全国大会日程
平成 18年度全国高等学校総合体育大会
　登山　8月 21日～ 25日　大峯山系・大台山系
　弓道　8月 6日～ 9日　大阪府「なみはやドーム」
第 30回全国高等学校総合文化祭
　吟詠剣詩舞　8月 6日　京都府中丹文化会館
　新聞　8月 2日～ 6日　京都市勧業館・日図デザイン博物館
信越連盟創立 30周年記念全国選抜大会　7月 28日～ 8月 1日　長野県松本市

←茅野大志、堀桂一郎顧問、浅倉巧、麻生貴紀、沓掛将吾、　
野尻ゆうか、野仲真理子、岩本佳奈子、仁田尾瞳（左上から）

竹田高校山岳部男子・女子
　男子が団体２位、女子が７回連続７度目の団
体優勝を飾った山岳部。茅野主将は「２位とい
う結果に見えた反省点を生かし上位を狙いま
す」、野尻主将は「優勝したが点は悪かった。頑
張る１年生の慣れない点を３年生がカバーした
い」と語ってくれました。

↑戸次翔、永星孝明（左から）

竹田高校弓道部男子・個人
　県体で男子個人１位となった戸
次君は「自分の射で１本でも多く
当てたい」、個人２位の永星君は「自
分にとって最後の大会なので２年
間を込め 1試合 1 試合戦います」
と語ってくれました。

↑熊野崇裕、後藤紗代、衛藤加代、佐藤瑠璃、
　堀真奈美（左上から）

竹田高校吟詠同好会・書道部
　書道部の後藤さんは「せっかく
のチャンス。県代表として私たち
の唄と字を全国に見せたい」と語
ってくれました。吟詠剣詩舞の題
材は福沢諭吉の「花を惜しむ」です。

↑久保田光、大塚ふみ顧問、中原浩絵（左から）

竹田南高校新聞部
　県学校新聞コンクール最優秀賞
に入賞した新聞部。２人の部員は
「早く取材に慣れたい」、「先輩たち
の伝統を継げるように自分なりに
頑張ります」と語ってくれました。

大分西南リトルシニア
穴見雄大君
　竹田中学校２年生の穴見君は硬
式野球のリトルリーグで頑張って
います。「まだ補欠ですが１勝でも
多くしてくれて試合に出られたら
いい」と語ってくれました。
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高齢者も家族も安心して暮らせるよう
高齢者虐待の予防を

　高齢社会と少子化により個人や家族での介護が
困難になっていることなどから、高齢者の虐待が
近年大きな問題となっています。
　この問題に対応するため、高齢者に対する虐待
の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する
法律が4月１日から施行されました。
　高齢者虐待とはどういったものか、市の取り組
みも交えてお知らせします。

 

高
齢
者
虐
待
と
は
？

　
高
齢
者
虐
待
と
は
、
高
齢
者
が

身
近
な
人
（
養
護
者
）
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
形
の
不
当
な
扱
い
を
受
け

て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。「
虐

待
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
非
常
に

む
ご
い
行
為
を
連
想
し
ま
す
が
、

暴
力
だ
け
で
な
く
、
次
の
よ
う
な

行
為
も
虐
待
を
行
っ
て
い
る
状
態

と
い
い
ま
す
。

身
体
的
虐
待
…
な
ぐ
る
、
け
る
、

　
つ
ね
る
等
の
暴
力
を
振
る
っ
た

　
り
、
動
か
な
い
よ
う
縛
り
付
け

　
る
。

心
理
的
虐
待
…
怒
鳴
る
、
の
の
し

　
る
等
の
言
葉
の
暴
力
を
与
え
た

　
り
、
口
を
き
か
な
い
等
、
無
視

　
を
す
る
。

介
護
の
放
棄
、
放
任
…
必
要
な
食

　
事
や
排
泄
等
の
世
話
を
拒
否
し

　
た
り
十
分
に
行
わ
な
い
。
必
要

　
な
治
療
を
受
け
さ
せ
な
い
。

経
済
的
虐
待
…
年
金
や
預
貯
金
を

　
取
り
上
げ
勝
手
に
使
用
し
た
り
、

　
土
地
・
家
屋
を
無
断
で
処
分
す

　
る
。

性
的
虐
待
…
同
意
の
な
い
性
的
接

　
触
や
嫌
が
ら
せ
を
行
う
。

 

高
齢
者
虐
待
が
起
こ
る
背
景

　
養
護
者
の
介
護
負
担
、
高
齢
者

と
の
人
間
関
係
上
の
問
題
が
重
な

っ
た
場
合
に
虐
待
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

・
周
囲
を
混
乱
さ
せ
る
よ
う
な
認

　
知
症
の
症
状
が
あ
る
時(

徘
徊
・

　
物
取
ら
れ
妄
想
等)

・
排
尿
・
排
便
等
の
介
助
が
多
い

　
時

・
過
去
に
高
齢
者
と
の
人
間
関
係

　
が
よ
く
な
か
っ
た
時
、
等

　
厚
生
労
働
省
が
行
っ
た
調
査
に

よ
る
と
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
高

齢
者
の
８
割
の
方
は
75
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
、
４
分
の
３
以
上
が

女
性
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
命
に
関
わ
る
危
険
な
状
態
」
が

10
人
に
１
人
、
６
割
以
上
の
方
が

心
身
の
健
康
に
悪
影
響
の
あ
る
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
養
護
者
が
「
歩
け
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」｢

し
っ
か

り
し
て
ほ
し
い｣

等
、
介
護
に
熱

心
に
な
る
あ
ま
り
、
高
齢
者
本
人

が
望
ま
な
い
こ
と
を
強
制
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
虐
待
は
特
別
な

理
由
や
事
情
の
時
だ
け
に
起
き
る

の
で
は
な
く
て
、
介
護
を
し
て
い

る
日
常
の
中
で
「
知
ら
ず
知
ら
ず

に
」
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
高
齢
者
虐
待
は
決
し
て
他
人
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
を
一
人

で
抱
え
込
ま
な
い
で
専
門
家
や
周

囲
の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

 

相
談
窓
口

　
竹
田
市
で
は
高
齢
者
虐
待
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
し
、
関
係

す
る
機
関
に
高
齢
者
虐
待
・
養
護

者
の
支
援
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

福
祉
事
務
所
福
祉
係

　
☎
63‒

４
８
１
１

竹
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
64‒

０
３
１
０

地
域
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
荻
地
域

　
　
☎
68‒

３
３
０
２

　
久
住
地
域

　
☎
76‒

１
５
２
６

　
直
入
地
域
　
☎
75‒

２
２
２
８

竹
田
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
63‒

３
６
６
８

※
荻
、
久
住
、
直
入
各
在
宅
介
護

　
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
18
年

　
度
か
ら
地
域
総
合
相
談
支
援
セ

　
ン
タ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
子
育
て
・
障
が
い
者
世
帯
も
含

　
め
た
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い

　
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

　
く
だ
さ
い
。
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こんなに便利になります。
・ カード型になり、いつでも持ち運びができます。
・ 家族が同じ時期に違う医療機関にかかることができ
　ます。
・ 各自が旅行先、勤務先等に保険証を持っていけます。

発送について。
　7月下旬に、世帯分をまとめて世帯主宛に郵送（配
達記録郵便）します。ご不在の場合は、投函される「郵
便物お預かりのお知らせ（ご不在票）」に従ってお受
け取りください。
　なお、郵便局保存期間を過ぎますと保険課に返送さ
れますので、ご注意ください。

保険証の紛失に注意してください。
　カード化に伴い保険証が小さくなっています。
　保険証は犯罪などに使われることもありますので、紛失には十分注意してください。

有効期限切れの国民健康被保険者証（保険証）について。
　有効切れの保険証については、大変お手数ですが、保険課窓口又は各総合支所市民生活課窓口まで返却ください。
●お問い合せ
　保険課国保・老人医療係　☎63-1111（内線135・136）

国民健康保険被保険者証　　　　有効期限　　 平成19年7月31日
　　　　　　　　　　　　　　　記号番号　　99999999
氏　　名　　　　竹田　一郎
生年月日　　　　平成 99年 99月 99 日　　　性別　男
資格取得年月日　平成 99年 99月 99 日
交付年月日　　　平成 18年 8月 1日
世帯主氏名　　　竹田　太郎
住　　　所　　　竹田市大字会々99999番地

保険者番号　　　　　　 ４ ４ ０ ０ ８ １

保険者名　　　　竹田市
　　　　　大分県竹田市大字会々 1650 番地　電話 0974(63)1111

　国民健康保険被保険者証（保険証）の様式が大きく変わります。今までは 原則 1世帯に
1枚でしたが、「1人1枚・カード型」になります。

新しいカード型保険証様式

（大きさ　縦 5.4 ㌢　横 8.6 ㌢）

印

 

竹
田
市
健
康
づ
く
り
計
画
の

 

委
員
を
公
募
し
ま
す
。

　

竹
田
市
で
は
、
市
民
の
健
康
増

進
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い

て
基
本
的
方
針
を
示
す
た
め
に
、

本
年
度
「
竹
田
市
健
康
づ
く
り

計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
策
定
に

あ
た
っ
て
は
市
民
生
活
習
慣
調
査

や
、
健
康
づ
く
り
組
織
の
方
々
と

の
意
見
交
換
会
等
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

策
定
委
員
に
は
既
存
の
「
健
康

づ
く
り
推
進
協
議
会
」
に
加
え
て
、

様
々
な
世
代
の
方
の
ご
意
見
を
伺

う
た
め
に
若
い
世
代
の
策
定
委
員

を
公
募
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

公
募
人
数
等　

20
代
〜
40
代
の
方
、

　

３
人
程
度
。
男
女
を
問
い
ま
せ

　

ん
。

応
募
先　

７
月
25
日
ま
で
に
健
康

　

増
進
課
ま
た
は
総
合
支
所
市
民

　

生
活
課
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ

　

い
。

内
容　

健
康
づ
く
り
計
画
策
定
委

　

員
会
へ
の
出
席
（
本
年
12
月
ま

　

で
３
回
程
度
）。

 

健
康
づ
く
り
川
柳
募
集

　

竹
田
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
で
は
、
10
月
１
日
に
開
催
予
定

の
「
竹
田
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
大

会
」
に
向
け
て
、
健
康
や
介
護
等

を
テ
ー
マ
に
し
た
川
柳
を
募
集
し

ま
す
。
日
々
の
生
活
の
中
で
生
ま

れ
た
楽
し
い
川
柳
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

テ
ー
マ　

健
康
、
介
護
、
医
療
、

　

食
事
、
保
険
、
福
祉
、
検
査
等

　

の
内
容
と
し
ま
す
。

応
募
〆
切　

８
月
10
日
㈭

応
募
先　

本
庁
健
康
増
進
課
ま
た

　

は
総
合
支
所
市
民
生
活
課

応
募
方
法　

作
品
に
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記

　

載
し
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。
一

　

人
何
点
応
募
し
て
も
か
ま
い
ま

　

せ
ん
。
た
だ
し
、
未
発
表
の
作

　

品
に
限
り
ま
す
。

そ
の
他　

作
品
は
表
彰
選
考
委
員

　

会
で
選
考
し
「
竹
田
市
ま
ち
づ

　

く
り
推
進
大
会
」
に
お
い
て
入

　

賞
10
点
（
副
賞
３
、０
０
０
円
）・

　

優
秀
賞
３
点
（
副
賞
５
、０
０
０

　

円
）
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、

　

健
康
づ
く
り
事
業
の
中
で
活
用

　

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

健
康
増
進
課

　

☎
 63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
７
１
）

８月から国保の保険証が
　１人１枚のカード型になります！
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ぼくたち・わたしたちの学び舎

久　住
中学校

久　住
小学校

 

『
生
命
あ
ふ
る
る
久
住
中
』

♪
朝
に
久
住
の
山
並
と
夕
べ
に

祖
母
を
な
が
め
つ
つ
高
き
理
想

を
き
わ
め
ん
と
と
も
に
手
を
と

り
…
♪
と
生
徒
会
歌
に
あ
る
通

り
、
何
事
に
も
前
向
き
な
71
名

の
久
住
中
学
校
で
す
。 

生
徒
会

は
『
あ
い
さ
つ
と
思
い
や
り
』

を
合
い
言
葉
に
専
門
部
の
再
編

成
を
行
い
、
日
常
活
動
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
や
保
護
者
の
方
々
の
ご

協
力
も
得
て
、
食
育
・
環
境
学

習
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
部
活
動
で
は
、
男
女
駅
伝

チ
ー
ム
が
九
州
・
全
国
大
会
に

出
場
す
る
な
ど
大
き
な
成
果
を

収
め
ま
し
た
。
先
日
の
中
体
連

球
技
・
剣
道
大
会
で
も
熱
戦
を

繰
り
広
げ
、
久
住
中
に
勇
気
と

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

部
活
動
だ
け
で
な
く
『
自
ら

学
ぶ
意
欲
』
を
育
て
る
た
め
、

様
々
な
学
習
活
動
に
向
学
心
を

も
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

♪
お
お
久
住
生い

の
ち命
あ
ふ
る
る
♪

　
　
　
　
　
　
　

 （
豊
田
千
鶴
）

 

久
住
小
で
初
め
て
の
試
み
を

 

三
つ
ご
紹
介
し
ま
す

　

世
界
中
が
Ｗ
杯
に
熱
狂
し
て

い
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
久
住

小
で
は
三
つ
の
行
事
に
熱
中
。

も
の
づ
く
り
体
験
教
室

　

竹
田
技
能
士
会
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
、
本
立
て
や
銅
板
工
芸

な
ど
４
作
品
を
つ
く
り
ま
し
た
。

プ
ロ
の
指
導
で
本
物
の
作
品
が

で
き
上
が
り
大
喜
び
、
大
満
足
。

母
親
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
読
み
聞

か
せ

　

朝
の
読
書
タ
イ
ム
で
母
親
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
が
ス
タ
ー
ト
。
子
ど
も
は
本

の
読
み
聞
か
せ
が
大
好
き
だ
か

ら
、
笑
顔
の
ひ
と
と
き
。

子
ど
も
の
た
め
の
防
犯
教
室

　

竹
田
市
防
犯
協
会
の
協
力
で

防
犯
教
室
を
実
施
。
教
育
委
員

の
大
石
裕
子
さ
ん
自
作
の
紙
芝

居
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
で
、
久
住
っ
子
は
す
く

す
く
育
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
吉
野
修
介
）

 

「
お
お
い
た
教
育
の
日
」

     

エ
ッ
セ
ー
募
集

　

学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
等
の

様
々
な
場
で
「
思
い
出
に
残
る
経

験
」、「
心
に
刻
ん
だ
言
葉
」
等
、

教
育
に
関
す
る
想
い
を
綴
っ
た
エ

ッ
セ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ

　
「
私
が
教
え
ら
れ
た
こ
と
」

※
１
作
品
１
、６
０
０
字
以
内

募
集
部
門　
「
一
般
の
部
」、「
小･

　

中
・
高
生
の
部
」

応
募
資
格　

大
分
県
内
在
住
の
方
、

　

又
は
大
分
県
出
身
の
方

募
集
〆
切　

８
月
31
日
㈭

●
お
問
い
合
せ
・
応
募
先

　

大
分
県
教
育
庁
企
画
調
整
室　

　

大
分
県
教
育
の
日
推
進
会
議
事

　

務
局

　

〒
８
７
０‒

８
５
０
３

　

大
分
市
府
内
町
３‒

10‒

１

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
５
４
１
７
）

 

「
竹
田
市
の
追
悼
者
一
覧
」

 

に
つ
い
て

　

竹
田
市
内
で
天
寿
を
全
う
さ

れ
、
ま
た
病
に
冒
さ
れ
、
あ
る
い

は
災
禍
に
遭
わ
れ
て
不
帰
の
客
と

な
ら
れ
ま
し
た
方
々
に
慎
ん
で
追

悼
の
意
を
表
す
る
た
め
、
広
報
た

け
た
８
月
号
に
掲
載
を
予
定
し
て

い
ま
す
「
竹
田
市
の
追
悼
者
一
覧
」

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
ご
案
内

し
ま
す
。

一
、
対
象
者

　

平
成
17
年
７
月
11
日
〜
平
成
18

年
７
月
10
日
の
間
に
亡
く
な
ら
れ

た
竹
田
市
に
住
民
票
を
有
す
る
方

で
、
死
亡
届
の
届
出
の
際
に
広
報

誌
に
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
方
。

二
、
掲
載
内
容

　

市
民
課
に
届
出
の
あ
っ
た
対
象

者
・
届
出
人
氏
名
、
自
治
会

三
、
そ
の
他

　

追
悼
者
一
覧
は
、
初
盆
名
簿
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

対
象
外
で
す
が
昨
年
８
月
号
で

の
掲
載
を
見
送
る
等
の
理
由
で
今

年
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
、
又
は

ご
家
庭
の
都
合
等
に
よ
り
掲
載
を

希
望
し
な
い
方
は
、
企
画
情
報
課

へ
７
月
14
日
㈮
ま
で
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

企
画
情
報
課

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
２
２
５
）
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つれづれ
　   えっせい

⑩

　
久
住
町
都
野
地
区
千
人
塚
の

大
久
保
病
院
へ
入
る
と
、
右
奥

の
方
に「
大
場
亀
吉
先
生
之
像
」

が
あ
り
ま
す
。

　
大
場
翁
は
明
治
20
年
２
月
広

島
県
に
生
ま
れ
、
東
北
帝
国

大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
大
正

５
年
頃
か
ら
１
年
半
ほ
ど
白
丹

で
医
業
に
従
事
し
て
い
ま
し
た

が
、
大
正
７
年
３
月
、
千
人
塚

に
「
大
場
医
院
」
を
設
立
し
ま

し
た
。
地
区
の
人
々
の
信
望
も

厚
く
、
昭
和
７
年
に
は
都
野
村

長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
医
業
が
忙
し
く
て
翌
８
年

に
辞
任
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
28
年
、
医
療
法
人
桜
葉

会
を
組
織
し
、
九
重
高
原
療
養

所
と
改
称
し
て
設
備
の
大
改
造

や
病
棟
の
増
築
を
行
い
、内
科
、

外
科
、
産
婦
人
科
、
さ
ら
に
結

地域医療の充実に尽くした大場亀吉翁
核
療
養
所
も
設
置
し
て
、
大
き

く
地
域
医
療
の
充
実
、
発
展
に

貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
医
業
の
か
た
わ
ら
、

地
方
文
化
や
産
業
の
啓
発
に
も

意
を
注
ぎ
、
月
刊
誌
「
都
野
」

を
発
行
し
て
社
会
教
育
の
充
実

や
青
壮
年
の
育
成
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
勤
勉
と
早
起
き
を
奨

励
し
て
警
鐘
を
打
ち
鳴
ら
す
こ

と
30
余
年
に
及
び
、
養
畜
、
育

林
等
に
も
率
先
し
て
従
事
し
、

こ
と
の
ほ
か
桜
樹
を
愛
し
た
翁

は
、
病
院
の
近
く
に
桜
や
ツ
ツ

ジ
等
を
植
え
「
大
場
公
園
」
を

開
設
し
ま
し
た
。

　「
地
域
医
療
の
充
実
」
の
み

で
な
く
、
産
業
、
文
化
の
発
展

に
も
尽
く
し
た
翁
は
、
惜
し
ま

れ
つ
つ
昭
和
34
年
５
月
、
73
歳

で
没
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
翁
の
遺
徳
を
偲
ん

で
顕
彰
の
像
が
造
ら
れ
、
そ
の

崇
高
な
遺
志
は
、
現
在
も
大
久

保
病
院
や
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
グ
ラ

ス
く
じ
ゅ
う
に
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。

参
照
：
像
碑
文
、
久
住
町
誌
、

　
　
　
都
野
百
年
の
歩
み
等

　
　
　
　
　
　（
大
久
保
嘉
久
）

　〝
回
帰
〞
と
い
う
言
葉
を
広

辞
苑
で
調
べ
て
み
た
。「
一
周
し

て
も
と
の
場
所
へ
帰
る
、
め
ぐ

り
か
え
る
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

　
海
外
で
の
演
奏
活
動
が
増

え
、
た
く
さ
ん
の
人
や
風
景
と

出
会
い
、
普
段
の
生
活
で
は
経

験
す
る
こ
と
の
な
い
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
感
じ
た
こ
と
と
、
自

分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
久
住
高

原
に
広
が
る
自
然
の
風
景
を
融

合
し
て
、
新
し
い
音
楽
が
生
み

出
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な

思
い
が
今
年
の
新
作
舞
台
の
コ

ン
セ
プ
ト
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
。

　
４
月
に
長
期
海
外
ツ
ア
ー
か

ら
帰
っ
て
き
た
時
、
久
し
ぶ
り

の
久
住
の
大
自
然
に
初
め
て
訪

れ
た
時
の
よ
う
な
感
動
を
覚
え

た
。
耳
を
澄
ま
す
と
聞
こ
え
て

く
る
様
々
な
自
然
の
音
色
に
心

を
揺
る
が
さ
れ
、
こ
ん
な
に
も

た
く
さ
ん
の
音
色
が
飛
び
交
っ

て
い
た
の
か
と
、
あ
ら
た
め
て

自
然
の
奇
跡
に
感
謝
し
た
。

　
人
間
も
自
然
界
の
中
か
ら
誕

生
し
た
。
そ
の
人
間
が
作
り
出

す
音
楽
も
ま
た
自
然
界
の
一
部

な
の
だ
か
ら
、
Ｔ
Ａ
Ｏ
で
は
そ

ん
な
音
楽
を
奏
で
て
い
き
た

い
。
今
年
の
新
作
舞
台
「
Ｋ
Ａ

Ｉ
Ｋ
Ｉ
」。
こ
こ
で
は
、
今
自

分
た
ち
が
伝
え
た
い
自
然
の
音

楽
を
表
現
し
て
い
る
。

　
（
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
滝

　
良
平
）

「自然界が繰り広げている奇跡に」

第10回T
た お

AO.
どっと

コ
こ ら む

ラム

 

天
気
予
報

　
天
気
予
報
は
当
た
る
、
当
た
ら

な
い
と
よ
く
話
題
に
な
り
ま
す
が
、

現
在
、
気
象
庁
は
短
期
の
予
報
が

当
た
る
確
率
を
80
％
弱
と
発
表
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
基
準

は
「
１
㍉
以
上
の
雨
が
降
る
か
降

ら
な
い
か
」
で
、
晴
れ
の
予
報
が

実
際
曇
り
で
も
、
雨
が
降
ら
な
け

れ
ば
当
た
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
気
象
は
カ
オ
ス
（
初
期

条
件
の
わ
ず
か
な
違
い
が
、
予
測

で
き
な
い
複
雑
か
つ
不
規
則
な
様

子
を
示
す
現
象
）
の
最
た
る
も
の

で
す
の
で
、
長
期
的
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
予
測
は
難
し
く
、
確
率
的

な
も
の
に
な
り
ま
す
。

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.jm
a.go.jp/jm

a/index.htm
l

「
気
象
、
地
震
に
関
す
る
よ
く
あ
る
質
問
集
」

　http://w
w
w
.kishou.go.jp/know

/faq/index.htm
l

→
大
場
亀
吉
先
生
の
像
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第9回久住高原の唄日本一大会開催

　
「
第
９
回
久
住
高
原
の
唄
日
本
一

大
会
」
が
６
月
17
、
18
日
に
、
く

じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

年
齢
性
別
も
様
々
な
約
２
０
０
人

の
参
加
者
の
中
か
ら
、
高
年
男
子

の
部
優
勝
者
橋
本
常
正
さ
ん
が
今

年
の
日
本
一
大
賞
・
㈶
日
本
民
謡

協
会
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、各
部
門
優
勝
者
（
敬
称
略
）

【
高
年
女
子
の
部
】安
部
マ
サ
子（
別

府
市
）【
一
般
男
子
の
部
】
園
田
寛

（
大
分
市
）【
一
般
女
子
の
部
】
高

見
春
代
（
熊
本
県
）【
少
年
少
女
の

部
】
栗
山
優
夜
（
福
岡
県
）

↑優勝した橋本常正さん。尺八演奏もたしなまれています。

↑審査員も観客の皆さんも舞台を見つめます。

御田植式、開催

　

６
月
３
日
、
宮
内
庁
の
平
成
18

年
度
新に

い
な
め
さ
い

嘗
祭
に
大
分
県
代
表
と
し

て
献
納
す
る
米
を
植
え
る
「
献
穀

斎
田
御
田
植
式
」
が
、
渡
邊
次
郎

さ
ん
（
青
柳
）
の
水
田
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
関
係
者
が
見
守
る
中
、

渡
邊
さ
ん
や
早
乙
女
役
の
三
重
農

業
高
校
久
住
分
校
の
女
子
生
徒
た

ち
が
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

田植えで深める交流

　

佐
伯
市
上
浦
の
東
雲
小
学
校
の

児
童
15
人
が
、
今
年
も
旧
町
か
ら

続
く
交
流
を
深
め
る
た
め
荻
を
訪

れ
、
荻
小
学
校
の
児
童
41
人
と
一

緒
に
馬
背
野
の
水
田
で
田
植
え
を

行
い
ま
し
た
。

　

秋
に
は
、
上
浦
の
豊
後
二
見
ケ

浦
で
、
稲
と
米
を
使
っ
た
餅
つ
き

や
し
め
縄
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

宇宙メダカ、直入へ

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
日
本
代
表

が
初
戦
を
迎
え
た
６
月
12
日
、
宇

宙
飛
行
士
の
向
井
千
秋
さ
ん
が
宇

宙
に
持
ち
込
ん
だ
メ
ダ
カ
の
子
孫

が
、
宇
宙
メ
ダ
カ
の
会
か
ら
直
入

日
独
協
会
と
竹
田
市
教
育
委
員
会

を
通
し
て
、
直
入
地
域
の
小
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
所
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。

友
情
の
ホ
タ
ル
、と
こ
し
え
に

　

６
月
10
日
、
明
治
小
学
校
全
校

児
童
19
人
ら
が
大
分
市
の
あ
け
ぼ

の
学
園
、
清
明
学
園
を
訪
問
し
、

54
回
目
に
な
る
友
情
の
ホ
タ
ル
を

贈
り
ま
し
た
。

　

８
日
に
は
、
南
部
小
学
校
の
６

年
生
50
人
ら
が
国
立
別
府
重
度
障

害
者
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
全
校

で
捕
っ
た
ホ
タ
ル
と
手
作
り
の
贈

り
物
を
贈
り
ま
し
た
。
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まちの話題

↑先生にろうを注いでもらっています。

手
作
り

キ
ャ
ン
ド
ル

作
っ
て
み
よ
う

↑早く固まらないかな。

災害越えてホタルの灯ともす
　
荻
地
域
南
河
内
自
治
会
で
は
、

今
年
も
６
月
３
日
に
南
河
内
ほ
た

る
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
台
風
被
害
の
復
興
も
ま

だ
続
く
中
、
開
催
に
つ
い
て
議
論

も
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
が
元
気

に
な
る
よ
う
に
と
願
い
開
催
し
た

と
い
い
ま
す
。。

　
今
年
は
例
年
以
上
の
人
が
集
ま

り
、
そ
う
め
ん
流
し
や
魚
の
つ
か

み
取
り
、
子
ど
も
神
楽
の
餅
ま
き

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

画聖竹田先生を偲んで

　
田
能
村
竹
田
を
偲
ぶ
第
７
回

「
田
能
村
竹
田
」
生
誕
記
念
の
日

の
イ
ベ
ン
ト
が
、
６
月
11
日
に
南

画
の
里
づ
く
り
を
す
す
め
る
会
の

主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
歴
史
資
料
館
で
作
品
等
に

つ
い
て
学
芸
員
の
説
明
を
聞
い
た

後
、
竹
田
荘
公
園
で
田
楽
パ
ー
テ

ィ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
大
分
県
が
進
め
る
「
ご
み
ゼ
ロ

お
お
い
た
作
戦
」
の
一
環
と
し
て

６
月
21
日
夏
至
の
日
に
行
わ
れ
た

「
１
２
１
万
人
夏
の
夜
の
大
作
戦‒

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト‒

」
を
前
に
、

市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
廃
食
用

油
を
利
用
し
た
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド

ル
を
製
作
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
暖
め
た
油
に
チ

ョ
ー
ク
の
粉
末
と
ア
ロ
マ
オ
イ
ル

を
た
ら
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
ャ

ン
ド
ル
を
作
り
ま
し
た
。

椎
茸
育
て
る

　
品
評
会

　
　
市
品
評
会
と
県
品
評
会

　
竹
田
市
の
特
産
品
で
あ
る
椎
茸

に
つ
い
て
、
竹
田
市
椎
茸
品
評
会

が
４
月
28
日
に
開
催
さ
れ
、
審
査

の
結
果
、
次
の
方
々
が
受
賞
し
ま

し
た
。

最
優
秀
賞

竹
田
地
域
：
上
田
百
合
子
・
堀
恭

博
（
冬ど

ん
こ菇

）、
上
田
健
一
（
香こ

う
こ菇

）、

堀
恭
博
（
香こ

う
し
ん信

）、
荻
地
域
：
佐
藤

和
代
（
天て

ん
ぱ
く
ど
ん
こ

白
冬
菇
）、
久
住
地
域
：

阿
南
五
喜
（
冬
菇
）、
島
村
寛
（
香

菇
）、
加
藤
至
誠
（
香
信
）、
直
入

地
域
：
那
須
久
雄
（
冬
菇
）、
高
橋

英
紀
（
香
菇
）、甲
斐
昭
次
（
香
信
）

　
６
月
３
日
に
は
、
第
49
回
大
分

県
乾
椎
茸
品
評
会
が
開
催
さ
れ
、

竹
田
市
か
ら
は
次
の
方
々
が
受
賞

し
ま
し
た
。

「
袋
物
の
部
」
特
別
賞

林
野
庁
長
官
賞
、
大
分
県
知
事
賞

外
（
優
等
賞
）
：
佐
藤
藤
夫
（
香

菇
）、
日
本
椎
茸
販
売
組
合
理
事

長
賞
（
１
等
）
：
佐
藤
和
代
（
天

白
冬
菇
）、
上
田
健
一
（
香
菇
）、

佐
藤
和
代
（
香
菇
）、
大
分
合
同

新
聞
社
社
長
賞
団
体
優
勝
：
竹
田

地
区

「
箱
物
の
部
」
特
別
賞

日
本
椎
茸
販
売
組
合
理
事
長
賞

（
１
等
）佐
藤
藤
夫
、佐
藤
長
人（
冬

菇
）、
佐
藤
藤
夫
（
香
菇
・
香
信
）

県知事と話そう
　
６
月
13
日
、
県
内
を
回
り
地

域
活
動
に
携
わ
る
人
の
話
を
聞
く

「
県
政
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
の
た
め

に
、
松
本
地
域
と
久
住
地
域
有
氏

を
広
瀬
勝
貞
大
分
県
知
事
が
訪
れ

ま
し
た
。
松
本
地
域
で
は
岩
瀬･

栃

鶴
地
域
づ
く
り
協
議
会
ら
の
皆
さ

ん
に
ホ
タ
ル
の
保
存
等
地
域
づ
く

り
の
話
を
聞
き
、
有
氏
で
は
「
高

原
ト
マ
ト
愛
好
社
」
ら
の
皆
さ
ん

に
ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
作
り
等
地
域
の

農
業
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。
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保健だより
竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所市民生活課　☎68-2214
久住総合支所市民生活課　☎76-1419
直入総合支所市民生活課　☎75-2211

 「
認
知
症
」っ
て
な
あ
に
？

　

認
知
症
と
は
、
以
前
は
「
痴
呆
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
「
完
成
し
た
知

的
機
能
が
後
天
的
な
脳
の
器
質
障

害
に
よ
っ
て
低
下
し
、
日
常
生
活

や
社
会
生
活
に
支
障
が
生
じ
た
状

態
」
を
い
い
ま
す
。
な
お
、
65
歳

未
満
で
発
症
し
た
場
合
を
、
特
に

「
若
年
性
認
知
症
」
と
い
い
ま
す
。

 
認
知
症
は
前
頭
葉
の
居
眠
り  

　
か
ら
始
ま
る
！

　

認
知
症
に
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
（
老
化
廃
用
型
）、
脳
血
管
性

認
知
症
（
多
発
性
脳
梗
塞
）、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、
さ
ら
に
脳
腫

瘍
等
か
ら
の
二
次
性
の
も
の
と
あ

り
ま
す
が
、
最
も
多
い
の
は
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
で
す
。

　

脳
の
機
能
は
仕
事
や
学
習
を
す

る
左
脳
、
遊
び
や
趣
味
の
右
脳
、

運
動
の
領
域
や
３
つ
の
領
域
の
情

報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
分
析
、

判
断
、
計
画
、
創
造
等
の
機
能
を

持
つ
前
頭
葉
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
は
こ
の
前
頭
葉
の
働
き

の
低
下
、
つ
ま
り
、
居
眠
り
の
状

態
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

 

認
知
症
の
症
状
は
？

　

軽
度
・
中
等
度
・
重
度
の
３
段

階
に
区
分
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

軽
度　

家
庭
生
活
に
支
障
は
な
い

　

が
地
域
や
職
場
で
ト
ラ
ブ
ル
を

　

起
こ
す
。
工
夫
で
き
な
い
、
計

　

画
が
立
た
な
い
、
無
感
動
無
表

　

情
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
等
。

中
等
度　

身
の
回
り
の
こ
と
は
ど

　

う
に
か
で
き
る
が
、
家
庭
生
活

　

に
支
障
が
出
ま
す
。
日
付
が
あ

　

や
ふ
や
、
手
慣
れ
た
家
事
が
で

　

き
な
い
、
身
だ
し
な
み
に
無
頓

　

着
等
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
幼

　

稚
園
レ
ベ
ル
。

重
度　

基
本
的
な
身
の
回
り
の
こ

　

と
が
で
き
な
く
な
り
、
問
題
行

　

動
が
出
ま
す
。
食
べ
た
こ
と
を

　

忘
れ
る
、
家
族
関
係
や
居
場
所

　

が
わ
か
ら
な
い
等
、
４
歳
以
下

　

の
レ
ベ
ル
。

 
認
知
症
の
症
状
は

 

突
然
出
て
く
る
の
？

　

前
頭
葉
の
働
き
の
低
下
は
、
病

気
や
入
院
、
退
職
・
引
退
、
ト
ラ

ブ
ル
、
家
族
と
の
別
居
等
、
大
き

な
出
来
事
や
生
活
の
変
化
を
き
っ

か
け
に
始
ま
り
ま
す
。
軽
度
か
ら

重
度
に
な
る
ま
で
３
年
か
ら
８
年

か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

軽
度
で
発
見
し
、
早
期
に
治
療

や
生
活
習
慣
を
変
え
れ
ば
前
頭
葉

の
働
き
の
低
下
は
回
復
可
能
で
、

中
等
度
で
も
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

認
知
症
の
予
防
は
、
早
期
発
見

が
肝
心
で
す
。
物
忘
れ
外
来
の
受

診
や
脳
の
い
き
い
き
度
チ
ェ
ッ
ク

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

 

物
忘
れ
が
増
え
た
が
大
丈
夫
？ 

　
と
心
配
な
方

　

認
知
症
の
場
合
、
物
事
を
忘
れ

て
も
そ
の
自
覚
が
な
く
、
時
間
や

場
所
も
あ
や
ふ
や
と
な
り
ま
す
。

自
覚
が
あ
り
反
省
と
工
夫
が
で
き

れ
ば
、
老
化
に
よ
る
物
忘
れ
で
す
。

 

楽
し
い
変
化
の
あ
る
生
活
や

　
仲
間
作
り
で
予
防
す
る
！

　

楽
し
く
変
化
す
る
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
が
前
頭
葉
を
活
性
化
し

ま
す
。
よ
く
遊
び
（
右
脳
：
趣
味
、

ス
ポ
ー
ツ
、
仲
間
づ
く
り
）、
よ

く
学
び
（
左
脳
：
学
習
、
計
算
、

読
書
）、
よ
く
体
を
動
か
す
（
運

動
、
散
歩
）
生
活
に
切
り
替
え
る

こ
と
、
一
人
ぼ
っ
ち
に
し
な
い
で

声
か
け
を
す
る
こ
と
が
予
防
に
な

り
ま
す
。

 
認
知
症
は
生
き
方
の
総
決
算

　

暮
ら
し
の
中
に
遊
び
と
ゆ
と
り
、

生
き
が
い
を
組
み
入
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人

生
そ
の
も
の
が
将
来
認
知
症
を
予

防
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
の

生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

認
知
症
予
防
に

 

取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

　

認
知
症
を
早
期
に
発
見
す
る

「
脳
い
き
い
き
度
チ
ェ
ッ
ク
」
を
、

竹
田
地
域
の
生
き
が
い
サ
ロ
ン
や

各
地
域
の
高
齢
者
の
集
ま
り
で
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
１
回
、

高
齢
者
が
地
域
の
公
民
館
等
に
集

ま
り
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
や
体

操
、
ゲ
ー
ム
を
行
い
認
知
症
予
防

に
取
り
組
ん
で
い
る
地
区
も
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

総合健診日程変更のお知らせ
　直入地域、久住地域の総合検診日を、次
のとおり変更しますので、お知らせします。
なお、場所･受付時間の変更はありません。
直入地域
　７月 30日㈰を　８月６日㈰に変更
久住地域
　８月６日㈰を　８月 20日㈰に変更
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某
テ
レ
ビ
局
の
健
康
情
報
番

組
で
は
、
健
康
や
美
容
に
つ
い

て
の
情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
白
イ
ン
ゲ
ン
豆
を
約

３
分
間
い
っ
て
粉
末
化
し
、
ご

飯
に
ま
ぶ
し
て
食
べ
る
ダ
イ

エ
ッ
ト
法
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
試
し
た
人
た
ち
の

中
に
嘔
吐
や
下
痢
の
症
状
が
出

て
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
専
門
家
は
生
の
豆
に
含
ま
れ

る
レ
ク
チ
ン
等
の
成
分
が
加
熱

不
十
分
の
た
め
に
残
り
、
胃
腸

の
粘
膜
の
炎
症
を
起
こ
し
た
の

で
は
な
い
か
と
の
意
見
で
、
医

師
会
病
院
に
も
他
県
の
人
が
同

じ
症
状
で
来
院
さ
れ
ま
し
た
。

　
某
テ
レ
ビ
局
の
ま
と
め
で
は

被
害
者
は
９
６
５
人
で
そ
の
う

ち
１
０
４
人
が
入
院
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
某
テ
レ
ビ
局
は
、
情

報
番
組
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

こ
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
を
試
み
な

い
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す

が
、
総
務
省
か
ら
「
重
大
な
被

害
を
引
き
起
こ
し
た
」と
し
て
、

行
政
指
導
で
は
最
も
重
い
総
務

省
名
の
警
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
中
で
は
、

以
前
も
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
つ
い
て

気
を
つ
け
る
よ
う
に
呼
び
か
け

て
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
紹
介

さ
れ
た
も
の
で
も
今
回
の
よ
う

に
危
険
を
伴
う
も
の
が
あ
り
ま

す
の
で
、
気
を
つ
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
医
療
機

関
が
こ
の
種
の
健
康
被
害
を
起

こ
し
た
時
、
マ
ス
コ
ミ
は
厳
し

く
批
判
さ
れ
る
で
し
ょ
う
ね
。

　
し
て
は
い
け
な
い
ダ
イ
エ
ッ

ト
は
、
①
摂
取
カ
ロ
リ
ー
が
極

端
に
低
い
も
の
、
②
単
品
ダ
イ

エ
ッ
ト
の
よ
う
に
食
べ
て
よ
い

も
の
が
極
端
に
少
な
い
も
の
、

③
提
唱
者
が
不
明
で
根
拠
の
な

い
も
の
、
④
短
期
間
で
急
激
に

痩
せ
る
も
の
、
⑤
唐
辛
子
や
薬

に
頼
る
も
の
、
等
で
す
。

　
適
度
に
運
動
し
て
、
バ
ラ
ン

ス
よ
く
栄
養
を
摂
り
、
食
べ
過

ぎ
な
い
よ
う
心
が
け
る
こ
と
が

も
っ
と
も
安
全
で
健
康
的
な
ダ

イ
エ
ッ
ト
法
で
あ
る
は
ず
で
す
。 

（
竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

  

　
整
形
外
科
　
大
多
和
　
聡
）

健
康
被
害
　
竹
田
医
師
会
病
院
か
ら
〈
16
〉

　
今
年
４
月
、
広
報
た
け
た
折
り

込
み
チ
ラ
シ
で
、
平
成
18
年
度
の

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
７
月
か
ら
平
成
18
年
度
介
護
保

険
料
の
納
付
が
始
ま
り
ま
す
。
今

月
は
65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被

保
険
者
）
の
介
護
保
険
料
納
付
方

法
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

老
齢
（
退
職
）
年
金
受
給
額
が
年

額
18
万
円
未
満
の
方
は
、
普
通
徴

収
（
納
期
８
回
）
に
な
り
ま
す
。

　
納
付
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
郵

送
し
ま
す
の
で
、
納
期
内
の
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
が
便
利
で
す
！

　
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

①
保
険
料
の
納
付
書

②
預
金
通
帳

③
通
帳
の
届
出
印

を
持
参
の
う
え
、
指
定
の
金
融
機

関
も
し
く
は
市
役
所
税
務
課
又
は

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
に
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

老
齢
（
退
職
）
年
金
等
の
受
給
額

が
年
額
18
万
円
以
上
の
方
は
特
別

徴
収
と
な
り
ま
す
。

　
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
あ
ら
か

じ
め
介
護
保
険
料
を
天
引
き
す
る

方
法
を
特
別
徴
収
と
い
い
ま
す
。

８
月
分
ま
で
（
仮
徴
収
）

　
４
月
に
通
知
し
た
額
を
納
付
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

10
月
分
以
降
（
本
徴
収
）

　
昨
年
の
所
得
を
勘
案
し
て
、
平

成
18
年
度
介
護
保
険
料
を
決
定
し

ま
す
。

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
の
受
給

　
者
も
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

※
65
歳
に
な
っ
た
方
、
所
得
段
階

　
に
変
動
の
あ
っ
た
方
、
転
入
さ

　
れ
た
方
等
に
つ
い
て
は
、
特
別

　
徴
収
と
普
通
徴
収
の
併
徴
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
社
会

に
お
け
る
介
護
を
、
自
助
を
基
本

と
し
な
が
ら
、
社
会
全
体
で
支
え

る
目
的
で
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　
65
歳
以
上
の
方
が
納
め
る
保
険

料
は
、
制
度
運
営
の
財
源
の
19
％

を
占
め
る
大
切
な
も
の
で
す
。
介

護
保
険
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
納
付
へ
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
保
険

料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
給
付
制

限
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
災
害
等
の
特
別
な
事
情
で
一
時

的
に
保
険
料
が
支
払
え
な
く
な
っ

た
場
合
は
保
険
料
の
減
免
や
徴
収

猶
予
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
市
の
担
当
窓
口

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ 

　
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　
保
険
課
介
護
保
険
係

　
☎
63‒

１
１
１
１

　（
内
線
１
３
２
・
１
３
８
）　

　
保
険
料
の
額
に
つ
い
て

　
税
務
課
課
税
係
（
内
線
１
２
６
）

　
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

　
税
務
課
管
理
係
（
内
線
１
２
２
）
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みんなの
　　ひろば

平成17年7月生まれ
　　　

　　 　　

平
成
18
年
８
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
！

県民参加、すこやかスポーツ
　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
月
間
の
５
月
、
大

分
県
内
全
域
で
県
民
す
こ
や
か
ス

ポ
ー
ツ
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
竹

田
市
周
辺
で
も
３
Ｂ
体
操
を
は
じ

め
８
種
目
が
開
催
さ
れ
、
参
加
し

た
人
は
楽
し
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

下ろしてみれば楽しい絵
　

荻
小
学
校
６
年
生
32
人
が
、
荻

み
ら
い
館
の
入
り
口
シ
ャ
ッ
タ
ー

に
ト
マ
ト
や
白
水
の
滝
、
温
泉
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
絵
を
描
き
、
そ

の
除
幕
式
が
５
月
25
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
絵
は
、
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
下
ろ
し
た
休
館
日
の
土･

日･

祝
日
や
、
朝
夕
の
閉
館
時
間
に
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

５
月
30
日
に
、
ゴ
ミ
フ
大
会
が

竹
田
市
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
竹

田
市
の
呼
び
か
け
で
歴
史
資
料
館

周
辺
、
Ｊ
Ａ
大
分
み
ど
り
周
辺
で

ご
み
広
い
が
行
わ
れ
た
外
、
玉
来

地
区
で
も
住
民
の
皆
さ
ん
が
ご
み

拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

 

優
秀
映
画
鑑
賞
デ
ー

　

竹
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
文

化
庁
等
と
協
力
し
て
、
80
年
代
の

優
れ
た
映
画
を
鑑
賞
す
る
「
優
秀

映
画
鑑
賞
デ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

８
月
11
日
㈮

　
　
　

10
時
45
分
〜

会
場　

く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル

観
覧
料　

１
作
品
５
０
０
円

作
品
名
（
監
督
）・
上
映
時
間

「
花
い
ち
も
ん
め
」（
伊
藤
俊
也
）

　

10
時
45
分
〜
12
時
50
分

「
転
校
生
」（
大
林
宣
彦
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
23
分

「
遠
雷
」（
根
岸
吉
太
郎
）

　

16
時
〜
18
時
15
分

「
夢
千
代
日
記
」（
浦
山
桐
郎
）

　

19
時
〜
21
時
９
分

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

竹
田
市
中
央
公

　

民
館･

竹
田
商
工
会
議
所
・
荻

　

中
央
公
民
館
・
直
入
中
央
公
民

　

館
・
久
住
中
央
公
民
館
・
久
住

　

町
商
工
会

●
お
問
い
合
せ

　

久
住
中
央
公
民
館

　

☎
76‒

０
７
１
７

まちをきれいに



図書館
から

7月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

❺

15　2006年7月発行

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
うそうそ　　　　　　　　　　　　　　畠中　　恵
キャッチアウェーブ　　　　　　　　　豊田　和真
運命をかえる言葉の力　　　　　　　　井形　慶子
美しい暦のことば　　　　　　　　　　山下　景子
愛の流刑地（上・下）　　　　　　　　　渡辺　淳一
受験は要領～難関大学も怖くない～　　和田　秀樹
〔子どもの本〕
えんふねにのって　　　　　　　　ひがし　ちから
空色の地図　　　　　　　　　　　　梨屋　アリエ
ドーム郡ものがたり 1～ 3　　　　　　芝田　勝茂
崖の国物語 7　　　　　　　ポール・スチュワート
紫ババレストラン　　　　　　　たかい　よしかず
　　　　　　　　　　　ほか、110 冊購入しました。

　　

竹田市立図書館の休館日
は 3・10・17・21・24・31
日です。

 「おはなしルーム」
日時　7月 5日㈬
　　　13：20～ 14：00
場所　竹田幼稚園

 「おはなし広場」
日時　7月 26日㈬
　　　16：30～
場所　荻みらい館

「司書おすすめの1冊」
「親がしてやれることなんて、ほんの少し」
　　　　　　 　　　　山本ふみこ

　子どもたちに大事
なものをそっと手渡
せる、そんな人にな
りたいあなたにお勧
めの 1冊 !
　子育てに疲れた時
も効くエッセイです。

「これはジャックのたてたいえ」
　　　シムズ・タバック
　もし、あなたがジャ
ックなら、どんな家
をたてる？ゆかいな
絵と言葉のリズム。
　タバック流のたの
しい絵本だよ！

　
　

　
　

  チャレンジ！おおいた国体

めじろんグッズ、販売中！
　平成 20 年に大分県で開催される第 63 回国民体
育大会、第 8回全国障害者スポーツ大会のマスコッ
ト「めじろん」のグッズを、竹田市国体推進室で販
売しています。売り上げの一部は国体の募金になり
ますので、ぜひご協力ください。 
めじろんストラップ　500 円
めじろんピンズ　　　300 円
めじろんぬいぐるみ
　　　　　（小 10 ㌢） 500 円
めじろんぬいぐるみ
　　　　　（中 25 ㌢）1,800 円
●お問い合せ　国体推進室　☎ 63-4822

 お知らせ　7月 10 日㈪～ 21 日㈮の間、「絵本のへや」の工事を行います。利用者
にはご迷惑をおかけしますが、ご了承ください。なお、絵本の貸し出しは行います。

 夏 　休　み　7 月 17 日㈪ 14：00～ 16：00
 図書館まつり　竹田市総合社会福祉センター
　紙しばいや面白実験など、楽しい催しもりだくさん！
　みんな来てね！
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編
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企
画
情
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ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
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大
分
県
竹
田
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大
字
会
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■
印
刷
/
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朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口
( 平成 18 年 5月 31日現在 )

　　　　　　　　　　 ( 前 月 比 )
人　口　27,401 人　　( － 42 人 )
　男性　12,819 人　 ( － 18 人 )
　女性　14,582 人　 ( － 24 人 )
世帯数　10,777 世帯 ( ±0世帯 )

住民基本台帳登録人数

◇
６
月
12
日
早
朝
、
大
分
県
中
部

を
震
源
地
と
し
た
地
震
が
発
生

し
、
竹
田
市
で
も
震
度
４
を
記
録

し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
行
動
を
思

い
出
せ
ば
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を

観
戦
し
熟
睡
し
て
い
ま
し
た
が
、

揺
れ
て
る
間
に
飛
び
起
き
て
居
間

ま
で
移
動
し
、
両
親
に
声
を
か
け

て
、
揺
れ
が
収
ま
っ
た
と
感
じ
て

テ
レ
ビ
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。
と

っ
さ
に
反
応
し
た
と
は
思
い
ま
す

が
、
例
え
ば
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ

う
に
貴
重
品
は
ま
と
め
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
し
、
外
ま
で
出
た
方
が

よ
り
安
全
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
今
月
の
特
集
を
組
み
な
が
ら

「
日
頃
の
備
え
が
大
事
」
と
思
い

直
し
た
次
第
で
す
。　
　
（
吉
野
）

阿
孫　

久
見

  

第
16
回

ヤ
マ
オ
ダ
マ
キ
（
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
）

　

山
地
の
草
地
や
林
縁
に
生
育
す

る
高
さ
50
㌢
ほ
ど
の
直
立
す
る
多

年
草
で
す
。
茎く

き

や
花か

へ
い柄
に
は
毛
が

あ
り
ま
す
。

　

互
生
の
丸
い
鋸き

ょ
し歯
の
あ
る
葉
は

２
回か

い

３
出し

ゅ
つ
ふ
く
よ
う

複
葉
で
、
小
葉
は
基
部

が
く
さ
び
状
の
扇

お
う
ぎ

形
で
、
深
く
３

裂
し
ま
す
。
小
葉
の
大
き
さ
は
長

さ
４
㌢
、
幅
が
３
㌢
ほ
ど
で
す
。

　

特
に
根
生
葉
は
大
き
く
長
い
柄

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
葉
の
裏
は

う
っ
す
ら
と
白
い
で
す
。

　

真
夏
の
頃
、
花
柄
の
先
端
に
径

３
㌢
ほ
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
管
状
の

距き
ょ

（
花
弁
の
一
部
が
袋

ふ
く
ろ

状
に
突
出

し
た
部
分
）
の
あ
る
淡
黄
色
の
５

弁
花
を
紫し

褐か
っ
し
ょ
く

色
の
５
個
の
萼が

く
へ
ん片

に

囲
ま
れ
た
か
っ
こ
う
で
下
向
き
に

咲
か
せ
ま
す
。

　

昔
、
つ
む
い
だ
麻
糸
を
巻
い
た

管
の
こ
と
を
オ
ダ
マ
キ
と
い
い
、

距
の
立
っ
た
花
の
形
が
こ
れ
に
似

て
い
て
、
山
地
に
産
す
る
の
で
山や

ま

苧お
だ
ま
き環
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系
の

標
高
お
よ
そ
１
、２
０
０
㍍
以
上
の

山
の
中
腹
で
観
察
さ
れ
ま
す
。
そ

の
個
体
は
非
常
に
少
な
く
、
大
分

県
の
絶
滅
危き

ぐ惧
種し

ゅ

で
す
。

　

花
期
は
７
月
か
ら
８
月
で
す
。

夏の初めのイベントをどうぞ
第21回名水まつり・河川プール開き
　7月 16日㈰　中島公園
　●お問い合せ　入田分館　☎ 62-2955（月・水・金）
第18回大野川源流祭り
　7月 17日（月・海の日）10:00 ～　陽目の里キャンピングパーク
　●お問い合せ　荻総合支所産業課　☎ 68-2215
竹田夏越祭
　7月 22日㈯～ 23日㈰　竹田町内全域
道の駅「竹田」10周年感謝祭
　7月 22日㈯～ 23日㈰　道の駅「竹田」
　●お問い合せ　竹田市わかば農業公社　☎ 66-3553
日本一炭酸泉祭り
　7月 29日㈯～ 31日㈪　直入中央グラウンド他
　●お問い合せ　直入総合支所商工観光課　☎ 75-2214
第20回久住高原クロスカントリー大会
　7月 30日㈰ 9:00 ～　日本一のマラソン練習コース
　●お問い合せ　大会事務局　☎ 76-0717
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「
佐
久
間
竹
浦
と
大
分
の
南
画
」

　

７
月
20
日
㈭
ま
で

瀧
廉
太
郎
追
悼
祭
記
念

　
　
「
古
城
詩
」
公
開
展
示

　

７
月
９
日
㈰
ま
で

　

瀧
廉
太
郎
追
悼
祭
に
合
わ
せ
て「
荒
城
の
月
」

の
曲
想
と
な
っ
た
自
筆
詩
の
展
示
を
し
ま
す
。

「
夏
季
所
蔵
書
画
展

　

岡
藩
・
竹
田
の
文
人
画
・
南
画
」

　

７
月
21
日
㈯
〜
９
月
７
日
㈭

　

田
能
村
竹
田「
不
死
吟
詩
書
」、田
近
竹
邨「
陽

目
瀑
布
」
を
展
示
し
ま
す
。

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

「
県
美
協
会
竹
田
支
部

　
（
日
・
洋
・
彫
・
工
）
作
品
展
」

　

７
月
２
日
㈰
ま
で

「
平
成
18
年
度
奥
豊
後
ち
ょ
っ
と
見
歴
史
展

　
-発
掘
調
査
速
報
展
-」

　

７
月
５
日
㈬
〜
30
日
㈰

　

文
化
財
課
が
行
う
発
掘
調
査
の
最
新
情
報

を
、発
掘
品
や
開
設
パ
ネ
ル
等
で
展
示
し
ま
す
。

「
書
道
諒
友
会
展
」

　

８
月
２
日
㈬
〜
13
日
㈰

※
７
月
４
日
、８
月
１
日
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

通
常
の
休
館
日
は
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

　

の
場
合
は
開
館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

 

第
56
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す
べ
て

の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。

竹
田
市
民
集
会

日
時
・
会
場

　

７
月
３
日
㈪

　

直
入
総
合
支
所
前　
　

９
時
〜

　

市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室　

９
時
30
分
〜

　

７
月
４
日
㈬　

久
住
総
合
支
所
前　

９
時
〜

竹
田
市
民
大
会

日
時　

７
月
16
日
㈰　

14
時
〜

場
所　

久
住
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
地
区
実
施
委
員
会

　

☎
63‒

１
４
５
８

 

と
う
き
び
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６　
菅
生

　

菅
生
で
採
れ
た
甘
い
甘
い
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

（
と
う
き
び
）
を
食
べ
に
来
ま
せ
ん
か
？

日
時　

７
月
23
日
㈰　

９
時
〜
16
時

場
所　

竹
田
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
駐
車
場

内
容　

と
う
き
び
試
食
販
売
、
収
穫
体
験
、
お

　

楽
し
み
抽
選
会
（
と
う
き
び
購
入
者
）、
と

　

う
き
び
早
喰
い
競
争
、
農
産
物
販
売
コ
ー
ナ

　

ー
、
外

主
催　

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
（
地
元
農
家
、

　

Ｊ
Ａ
、
県
、
市
）

●
お
問
い
合
せ　

農
林
畜
産
課
営
農
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
６
７
）

 

第
２
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

日
時　

７
月
28
日
㈮　

11
時
〜
15
時

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
品

物
・
野
菜
等
を
販
売
し
、
得
ら
れ
た
益
金
を
年

末
に
見
舞
金
と
し
て
個
人
及
び
福
祉
団
体
に
配

分
し
ま
す
。
販
売
品
の
寄
贈
並
び
に
購
入
に
つ

い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
管
理
係　

☎
63‒

４
８
１
１

　

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
課

　

☎
63‒

１
５
４
４

 

第
４
回
久
住
高
原
そ
よ
風
ウ
ォ
ー
ク

　

さ
わ
や
か
な
風
が
流
れ
る
初
夏
の
久
住
高
原

で
、
緑
に
囲
ま
れ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？

日
時　

７
月
30
日
㈰　

９
時
〜
受
付

　
　
　

10
時
ス
タ
ー
ト　

※
雨
天
決
行

集
合
場
所　

畜
産
試
験
場
ふ
れ
あ
い
牧
場

コ
ー
ス　

８
㌔
、
13
㌔

参
加
費　

５
０
０
円（
高
校
生
以
下
３
０
０
円
）

申
込
〆
切　

７
月
22
日
㈯

※
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
。

そ
の
他　

昼
食･

水･

雨
具･

常
用
薬
等
は
各
自

　

で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
隣
接
す
る
「
日
本
一
の
マ
ラ
ソ
ン

　

練
習
コ
ー
ス
」
で
久
住
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

　

リ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
混
雑
が
予
想

　

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ･
申
込
み

　

竹
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
局

　

☎
・
℻
62‒

２
９
８
０
（
菊
池
）

　

☎
76‒

０
１
５
１
（
如
法
寺
／
昼
）

in
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案
　
内

新
市
誕
生
一
周
年
企
画

「
竹
田
市
ワ
ン
コ
イ
ン
倶
楽
部
」

　
昨
年
、大
分
県
主
催
の
ワ
ン
コ
イ
ン
パ
ッ
ケ
ー

ジ
品
評
会
に
お
い
て
、
竹
田
市
か
ら
選
奨
商
品

に
選
ば
れ
た
８
品
の
商
品
を
製
造
す
る
農
産
加

工
所
が
「
竹
田
市
ワ
ン
コ
イ
ン
倶
楽
部
」
を
設

立
し
ま
し
た
。
先
日
、
新
し
い
特
産
品
と
し
て

独
自
の
ワ
ン
コ
イ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
モ
ニ
タ
ー

販
売
し
た
と
こ
ろ
好
評
を
得
た
た
め
、
新
市
誕

生
一
周
年
企
画
と
し
て
「
竹
田
市
ワ
ン
コ
イ
ン

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
お
中
元
販
売
を
行
い
ま
す
。

　
発
送
は
７
月
下
旬
の
予
定
で
す
。
市
民
の
皆

様
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

内
容
　「
豆
乳
セ
ッ
ト
：
工
房
『
卯
の
花
』」、「
ゆ

　
ず
味
噌
：
湯
の
郷
農
産
」、「
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ

　
プ
：
エ
ム･

ナ
イ
ン
」、「
竹
灯
籠
：
林
研
グ
ル
ー

　
プ
連
絡
会
」、「
久
住
高
原
漬
け
物
セ
ッ
ト
：
さ

　
や
か
加
工
所
『
す
み
れ
』」、「
パ
ン・
オ
・
ク
ジ
ュ

　
ウ
：
ぱ
ん
こ
ろ
り
ん
」、「
大
地
の
恵
み
：
食
の

　
工
房
28
」、「
ハ
ー
ブ
豚
ウ
イ
ン
ナ
ー
３
種
セ
ッ

　
ト
：
ハ
モ
ン
・
デ
・
ク
ジ
ュ
ウ
」

代
金
　
５
、０
０
０
円
（
税
込･

宅
配
料
込
）

注
文
方
法
　
農
林
畜
産
課
及
び
各
総
合
支
所
産

　
業
課
、
各
加
工
所
に
あ
る
注
文
書
に
記
入
の

　
上
、
代
金
を
添
え
て
注
文
し
て
く
だ
さ
い
。

　
遠
方
の
方
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　
７
月
24
日
㈪

　
※
土
・
日
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
受
付

●
お
問
い
合
せ

　
ワ
ン
コ
イ
ン
倶
楽
部
事
務
局

　（
久
住
総
合
支
所
産
業
課
内
）

　
☎
０
９
７
４
─76
─１
１
１
６

　
℻
０
９
７
４
─64
─３
１
０
７

ふ
る
さ
と
の
味
、
贈
り
ま
せ
ん
か
？

「
奥
豊
後
竹
田
ふ
る
さ
と
友
の
会
」

　「
奥
豊
後
竹
田
ふ
る
さ
と
友
の
会
」
で
は
、

今
年
も
竹
田
の
産
物
を
た
く
さ
ん
用
意
し
ま
し

た
。
遠
く
離
れ
た
友
人
、
知
人
に
懐
か
し
い
竹

田
の
味
を
贈
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
お
中
元
、

お
歳
暮
と
し
て
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

会
費
　
１
口
９
、０
０
０
円
（
２
回
分
）

　
　
　
１
回
４
、５
０
０
円
の
み
も
可

　
※
送
料
、
ク
ー
ル
、
箱
代
込

第
１
回
　
８
月
２
日
発
送
予
定
15
品
目

　
乾
椎
茸
・
わ
ら
び
の
塩
漬
け
・
サ
フ
ラ
ン
の

　
球
根
・
高
菜
の
漬
物
・
か
り
ん
と
う
・
ピ
ー

　
マ
ン
味
噌
・
ふ
き
の
梅
酢
漬
け
・
梅
干
し
・

　
な
す
の
か
ら
し
漬
け
・
乾
た
け
の
こ
・
竹
田

　
の
お
菓
子
（
か
ぼ
す
ゼ
リ
ー
・
か
ぼ
す
水
よ

　
う
か
ん
）・
手
す
き
は
が
き
（
久
住
高
原
花

　
だ
よ
り
）・
か
ぼ
す
・
竹
炭
・
ほ
お
ず
き

第
２
回
　
12
月
６
日
発
送
予
定
15
品
目

　
割
り
干
し
大
根･

こ
ん
に
ゃ
く･

手
作
り
味
噌

　･

チ
ョ
ロ
ギ
の
梅
酢
漬
け
・
大
根
の
漬
物
・

　
ク
ワ
の
実
ジ
ャ
ム
・
豆
乳
・
も
ち
・
ひ
ろ
み

　
の
具
（
い
な
り
・
混
ぜ
飯
の
具
）・
大
豆
の

　
美
味
煮
・
し
い
た
け
の
佃
煮
・
香
母
酢
ぽ
ん

　
ず
・
竹
田
の
お
菓
子
（
竹
田
饅
頭
・
竹
楽
饅

　
頭･

か
ぼ
す
ケ
ー
キ
）･

野
菜
の
含
め
煮･

し

　
め
飾
り

※
品
物
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

第
１
回
申
込
期
限

　
７
月
28
日
㈮

第
２
回
申
込
期
限
　
12
月
１
日
㈮

　
※
土
・
日
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
受
付

申
込
方
法
　
農
林
畜
産
課
及
び
各
総
合
支
所
産

　
業
課
に
電
話
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
振
込
用
紙

　
を
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
直
接
会
費
を
お
持

　
ち
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
な
お
、

　
お
届
け
先
の
住
所･

氏
名･

郵
便
番
号
・
電
話

　
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　「
奥
豊
後
ふ
る
さ
と
友
の
会
」
事
務
局

　（
農
林
畜
産
課
内
）　
担
当
：
永
星

　
☎
63
─４
８
０
５
（
直
通
）

　
℻
63
─３
９
９
０

　
荻
総
合
支
所
産
業
課
　
担
当
：
羽
田
野

　
☎
68
─２
２
１
５
（
直
通
）

　
℻
68
─２
８
１
５

　
久
住
総
合
支
所
産
業
課
　
担
当
：
菊
池

　
☎
76
─１
１
１
６
（
直
通
）

　
℻
64
─３
１
０
７

　
直
入
総
合
支
所
産
業
課
　
担
当
：
大
塚

　
☎
75
─２
２
１
５
（
直
通
）

　
℻
75
─２
０
８
４

竹
田
市
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

　
市
所
有
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
、
道
路
運
送
法

に
基
づ
き
、「
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
行
許
可
基
準
」

に
よ
り
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
竹
田
市
が
主
催
し
て
い
な
い
各
種
団
体
の
ス

ポ
ー
ツ
行
事
・
研
修
等
は
、
こ
の
運
行
基
準
に

該
当
し
な
い
た
め
、
運
行
の
許
可
を
し
て
い
ま

せ
ん
。
市
所
有
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
行
に
対

す
る
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

「
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
行
許
可
基
準
」

①
市
行
政
事
務
及
び
事
業
の
推
進
上
必
要
が
あ

　
り
、
市
（
主
管
課
）
が
主
催
（
計
画
）
し
た

　
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
運
行
範
囲
は
九
州
管
内
と
し
、
１
泊
２
日
を

　
限
度
と
す
る
。
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
及

　
び
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
の
間
は
、
原
則

　
と
し
て
運
行
し
な
い
。

③
主
管
課
の
担
当
者
が
引
率
す
る
こ
と
。
引
率

　
者
（
運
転
者
を
含
む
。）
の
旅
費
は
計
画
主

　
管
課
の
負
担
と
す
る
。

④
事
故
発
生
時
の
対
処
方
法
が
計
画
の
中
で
検

　
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑤
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
の
適
用
を
受
け
な

　
い
者
が
乗
車
す
る
場
合
の
計
画
に
つ
い
て
は
、

　
特
に
計
画
主
管
課
で
十
分
対
応
で
き
る
よ
う

　
配
慮
す
る
こ
と
。

⑥
運
送
業
者
を
圧
迫
す
る
こ
と
の
な
い
も
の

⑦
そ
の
他
特
別
の
理
由
が
あ
り
総
務
課
長
・
地

　
域
振
興
課
長
が
認
め
る
も
の

●
お
問
い
合
せ
　
本
庁
総
務
課

　
☎
63
─１
１
１
１
（
内
線
２
１
１
・
２
１
２
）

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
荻
　
　
☎
68
─２
２
１
１

　
久
住
　
☎
76
─１
１
１
２

　
直
入
　
☎
75
─２
２
１
１

第
59
回
県
民
体
育
大
会
予
選

剣
道

　
７
月
１
日
㈯

　
18
時
〜

　
旧
竹
田
小
学
校
体
育
館

●
お
問
い
合
せ

　
甲
斐
貴
良
☎
63
─１
１
１
０

弓
道

　
７
月
１
・
15
日
㈯

　
15
時
〜

　
竹
田
市
営
弓
道
場

●
お
問
い
合
せ
　
首
藤
紘
一
郎

７
月
の
お
し
ら
せ
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☎
62
─４
５
３
３

バ
ド
ミ
ン
ト
ン　

７
月
２
日
㈰　

９
時
〜

　

久
住
中
央
体
育
館

●
お
問
い
合
せ　

島
村
育
郎　
☎
63
─４
８
０
７

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子　

７
月
２
日
㈰

　

９
時
30
分
〜　

直
入
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

●
お
問
い
合
せ　

合
沢
秀
男　
☎
62
─４
８
１
１

ゴ
ル
フ　

７
月
９
日
㈰　

10
時
〜

　

久
住
高
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

●
お
問
い
合
せ　

ゴ
ル
フ
協
会

　

☎
63
─２
４
１
８

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

７
月
16
日
㈰　

８
時
30
分
〜

　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
お
問
い
合
せ　

安
達
豊　

☎
63
─４
８
０
８

陸
上
競
技　

７
月
22
日
㈯　

18
時
〜

　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

●
お
問
い
合
せ　

舩
越
武
典　
☎
63
─１
０
４
６

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

７
月
23
日
㈰　

９
時
〜

　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　

☎
62
─４
０
４
０

卓
球
競
技　

７
月
23
日
㈰　

９
時
〜

　

豊
岡
小
学
校

●
お
問
い
合
せ　

西
門
幸
男
☎
62
─３
３
７
９

軟
式
野
球　

７
月
23
日
㈰　

９
時
〜

　

竹
田
市
民
球
場

●
お
問
い
合
せ　

長
松
英
二　
☎
63
─１
８
０
３

ボ
ウ
リ
ン
グ　

７
月
23
日
㈰　

13
時
〜

　

タ
ワ
ー
ボ
ウ
ル
萩
原
店

●
お
問
い
合
せ　

藤
原
誠
一　
☎
63
─１
０
４
６

「
大
分
県
し
あ
わ
せ
の
丘
」

　
「
大
分
県
し
あ
わ
せ
の
丘
」
は
、
老
人
休
養
ホ

ー
ム
と
し
て
昭
和
51
年
に
開
設
し
て
以
来
、
お

年
寄
り
や
そ
の
家
族
を
は
じ
め
各
種
団
体
、
一

般
県
民
の
方
が
多
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
「
県
民
の
森
」
の
入
り
口
に
た
た
ず
む
こ
の

施
設
は
、
会
議
や
研
修
、
冠
婚
葬
祭
等
の
多
様

な
要
望
と
、
１
人
か
ら
１
０
０
人
程
度
の
会
合

ま
で
公
共
の
宿
と
し
て
廉
価
で
対
応
し
ま
す
。

所
在
地　

大
分
市
廻
楢
野
２
０
２
３

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
し
あ
わ
せ
の
丘

　

☎
０
９
７
─５
８
８
─１
２
２
０

　

℻
０
９
７
─５
８
８
─１
０
０
０

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、
１
等

２
億
円
42
本
、
２
等
１
億
円
１
２
６
本
で
す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る

く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間　

７
月
13
日
㈭
〜
８
月
１
日
㈫

抽
選
日　

８
月
11
日
㈮

そ
の
他　

昨
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

　

時
効
は
８
月
16
日
㈬
で
す
。
当
選
く
じ
の
換

　

金
は
お
忘
れ
な
く
！

平
成
18
年
度
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　

古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
を
所
持
す
る
に
は
、
必

ず
県
教
育
委
員
会
の
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

に
出
向
き
、登
録
証
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
12
日
㈬
、
９
月
13
日
㈬
、
11
月
８

　

日
㈬
、
１
月
10
日
㈬
、
３
月
14
日
㈬

　

10
時
30
分
〜
16
時

※
12
時
〜
13
時
は
昼
休
み
で
す
。

会
場　

県
総
合
庁
舎
６
階
61
会
議
室（
大
分
市
）

※
３
月
14
日
は
８
階
82
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

持
参
す
る
も
の　

現
物
、
発
見
届
出
済
証
、
登

　

録
手
数
料
（
１
件
６
、３
０
０
円
）、
委
任
状

　
（
家
族
以
外
の
代
理
人
の
み
）

そ
の
他　

紛
失
し
た
登
録
証
は
、
再
交
付
を
受

　

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
１
件
３
、５
０
０

　

円
）。
未
登
録
物
件
の
所
持
・
売
買
は
で
き

　

ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
文
化
課
文
化
財
班

　

☎
０
９
７
─５
３
６
─１
１
１
１

　
（
内
線
５
４
９
６
・
５
４
９
８
）

  

生
活
情
報

知
ら
ず
に
漏
れ
て
い
る
個
人
情
報

　

個
人
情
報
を
悪
用
し
た
犯
罪
が
増
え
て
い
ま

す
。「
振
り
込
め
詐
欺
」
は
、
無
作
為
に
ダ
イ

ヤ
ル
す
る
手
口
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
最
近

は
家
族
の
氏
名
や
年
齢
、
行
動
パ
タ
ー
ン
を
言

い
当
て
る
等
、
あ
ら
か
じ
め
個
人
情
報
を
入
手

し
た
と
思
わ
れ
る
手
口
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
個
人
情
報
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら

漏
洩
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
特
に
多
い
よ
う
で
す
。

懸
賞
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
は
数
多
く
の
記
入
欄
が
あ
り
ま
す
が
、
記
入

が
簡
単
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
つ
い
個
人
情
報

を
記
入
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
ま
た
、
サ
イ
ト
、

ブ
ロ
グ
等
で
ア
ド
レ
ス
を
公
開
す
れ
ば
、
迷
惑

メ
ー
ル
が
届
く
確
率
は
高
く
な
り
ま
す
。
ア
ク

セ
ス
数
が
多
い
ブ
ロ
グ
等
で
は
、
毎
日
１
０
０

件
を
超
す
迷
惑
メ
ー
ル
が
届
く
と
い
い
ま
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
個
人
情
報
を
守
れ
ば
よ

い
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
注
意
点
を
中

心
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
む
や
み
に
、
個
人
情
報
を
登
録
し
な
い
。

②
求
め
ら
れ
る
個
人
情
報
の
使
い
道
を
確
認
。

③
利
用
目
的
に
対
し
て
、
必
要
以
上
に
個
人
情

　

報
を
求
め
ら
れ
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
。

④
会
社
名
や
苦
情
受
付
窓
口
等
連
絡
先
を
確
認

　

こ
れ
ら
の
点
を
注
意
し
て
快
適
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
生
活
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ　

商
工
観
光
課

　

☎
63
─４
８
０
７

  

相　

談　

民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所

　

㈶
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議
で
は
、県
警
察
、

県
弁
護
士
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
毎
年
数
回
、

暴
力
団
等
か
ら
の
被
害
や
不
当
な
要
求
等
の
困

り
ご
と
に
関
す
る
「
民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談

書
」
を
無
料
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時　

７
月
28
日
㈮　

10
時
〜
16
時

会
場　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
階
３
０
１
会
議
室

　
（
大
分
市
府
内
町
１
─５
─38
）

相
談
員　

弁
護
士
、
暴
力
団
担
当
警
察
官
及
び

　

暴
力
追
放
相
談
委
員

そ
の
他　

電
話
相
談
も
通
常
執
務
時
間
中
に
受

　

け
付
け
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

㈶
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議

　

☎
０
９
７
─５
３
８
─４
７
０
４

  

年　

金

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
が

平
成
18
年
７
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
！

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料

（
月
額
１
３
、８
６
０
円
）
の
納
付
が
困
難
な
場

合
、
申
請
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険

料
の
納
付
が
免
除
又
は
一
部
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、「
全
額
免
除
」
又
は
「
半
額

免
除
」
の
２
段
階
で
し
た
が
、
平
成
18
年
７
月

か
ら
「
４
分
の
１
納
付
制
度
」
及
び
「
４
分
の

３
納
付
制
度
」
が
新
た
に
加
わ
り
、
４
段
階
の

免
除
制
度
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
本
人
、
配
偶

者
、
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の

基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７
─５
５
２
─１
２
１
１

　

市
民
課
年
金
係

　

☎
63
─１
１
１
１
（
内
線
１
１
３
）



たけたん情報 平成18年7月号 ❻

  
募　

集

平
成
18
年
度
竹
田
市
成
人
式

　

次
の
と
お
り
、
竹
田
市
成
人
式
を
開
催
し
ま

す
。
成
人
者
の
皆
さ
ん
の
出
席
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

対
象
者　

昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
昭
和
61
年
４

　

月
１
日
生
（
今
年
度
21
歳
に
な
る
学
年
）

日
時　

８
月
16
日
㈬

会
場　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

そ
の
他　

詳
し
く
は
、
８
月
号
で
お
知
ら
せ
し

　

ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
又
は

　

各
総
合
支
所
教
育
課

電
源
セ
ン
タ
ー
研
修

　

竹
田
研
究
所
で
は
、
地
域
づ
く
り
に
関
す
る

企
画
立
案
能
力
の
養
成
、
実
践
能
力
の
向
上
等

様
々
な
テ
ー
マ
で
実
務
的
な
研
修
を
行
う
電
源

セ
ン
タ
ー
研
修
に
市
民
の
皆
様
を
派
遣
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
研
修
一
覧
（
予
定
）

　
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
活
性
化
事
例
を

学
ぶ
（
７
月
19
日
〜
20
日
）」、「
地
球
に
優
し

い
ま
ち
づ
く
り
〜
循
環
型
社
会
の
形
成
（
８
月

予
定
）」、「
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
地

域
づ
く
り
〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
用
（
８
月
予
定
）」、「
農

山
漁
村
の
女
性
パ
ワ
ー
に
よ
る
起
業
を
考
え
る

（
８
月
予
定
）」、「
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
を

考
え
る
（
９
月
予
定
）」、「
住
民
参
加
の
地
域

づ
く
り
〜
企
画
立
案
能
力
開
発
実
践
講
座
（
９

月
予
定
）」、「
住
民
参
加
の
地
域
づ
く
り
〜
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（
10
月
11
日
〜
12

日
）」、「
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
福
祉

の
あ
り
方
を
考
え
る
（
10
月
予
定
）」、「
ツ
ー

リ
ズ
ム
実
践
講
座
（
先
進
地
に
学
ぶ
）（
10
月

予
定
）」、「
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
福

祉
の
あ
り
方
を
考
え
る
〜
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
（
11
月
予

定
）」、「
地
域
特
性
を
活
か
し
た
特
産
品
の
開

発
・
改
良
を
考
え
る
（
11
月
予
定
）」、「
農
業

の
活
性
化
方
策
を
考
え
る
（
12
月
予
定
）」、「
地

域
特
性
を
活
か
し
た
特
産
品
の
開
発
・
改
良
を

考
え
る
（
平
成
19
年
１
月
予
定
）」、「
地
域
資

源
を
活
か
し
た
観
光
振
興
の
進
め
方
（
２
月
予

定
）」

※
詳
し
い
研
修
内
容
は
、
電
源
セ
ン
タ
ー
の
サ

　

イ
ト
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
http://w

w
w
.dengen.or.jp/index.htm

l

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
研
究
所

　

☎
63‒

０
５
８
５

第
３
回
街
並
み
景
観
写
真
展

　

大
分
県
及
び
大
分
県
都
市
政
策
研
究
会
は
、

新
し
い
街
並
み
、
古
い
街
並
み
又
は
ユ
ニ
ー
ク

な
街
並
み
等
、
地
域
の
景
観
と
し
て
誇
れ
る
も

の
、
次
世
代
に
残
し
た
い
も
の
、
守
っ
て
い
き

た
い
も
の
を
写
真
と
し
て
残
し
、
多
く
の
人
に

見
て
も
ら
う
と
共
に
、
写
真
を
撮
る
中
で
県
内

の
街
の
良
さ
を
再
発
見
あ
る
い
は
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
良
好
な
景
観
形
成
に
関
す
る
気
持

ち
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
第
３
回
街

並
み
景
観
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

応
募
期
間　

７
月
３
日
㈪
〜
８
月
25
日
㈮

対
象　

大
分
県
内
に
あ
る
道
路
や
建
物
等
を
含

　

ん
だ
街
並
み
の
写
真
（
風
景
写
真
は
除
く
）

応
募
方
法　

建
設
課
で
配
布
す
る
募
集
要
項
及

　

び
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類　

Ａ
３
サ
イ
ズ
の
台
紙
の
表
に
六
切

　

サ
イ
ズ
の
写
真
１
枚
、
写
真
の
下
側
に
所
定

　

の
応
募
用
紙
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
裏
に

　

は
応
募
用
紙
の
応
募
者
の
欄
を
添
付
し
て
く

　

だ
さ
い
。

そ
の
他　

応
募
は
一
人
３
点
ま
で
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
応
募
写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

大
分
県
土
木
建
築

　

部
都
市
計
画
課
都
市
計
画
班
街
並
み
景
観
写

　

真
展
事
務
局

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
　
（
内
線
４
６
５
６
）

　

竹
田
市
建
設
課
都
市
計
画
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
４
８
）

サ
マ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
２
０
０
６

　

大
分
県
内
の
教
職
員
を
中
心
と
し
た
「
子
ど

も
の
体
験
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ク
ル
」
で
は
、
夏
休

み
、
大
分
県
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
イ
ベ
ン

ト
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
名

　
「
サ
マ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
２
０
０
６

　

〜
佐
伯
市
縦
断
１
０
０
㌔
〜
」

期
間　

８
月
13
日
㈰
〜
20
日
㈰　

７
泊
８
日

内
容　

異
な
る
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が
、
高
校

　

生
を
リ
ー
ダ
ー
に
１
０
０
㌔
の
道
の
り
を
徒

　

歩
で
移
動
し
ま
す
。
協
調
性
、
忍
耐
力
、
想

　

像
力
等
を
育
み
ま
し
ょ
う
。

対
象･

募
集
人
数

　

小
学
５
年
生
〜
中
学
３
年
生
30
人

募
集
〆
切　

７
月
７
日
㈮　

消
印
有
効

参
加
費　

１
５
、０
０
０
円

申
込
方
法　

は
が
き
に
、
応
募
者
氏
名
、
性
別
、

　

学
校
名
、
学
年･

生
年
月
日
、
応
募
者
住
所
、

　

保
護
者
氏
名
、
応
募
者
の
健
康
状
態
、
自
己

　

ア
ピ
ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
要
望
等
を
書
い

　

て
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

〒
８
７
９‒

３
３
０
１　

佐
伯
市
宇
目
大
字

　

小
野
市
５
２
５
０‒
２　
「
子
ど
も
の
体
験
サ

　

ポ
ー
ト
サ
ー
ク
ル
」　

代
表　

甲
斐
治

　

☎
０
９
０‒

５
４
８
７‒

９
７
３
４

  

環
境
衛
生

大
分
県
版
エ
コ
マ
ネ
ー「
め
じ
ろ
ん
」

　

大
分
県
で
は
、
ご
み
ゼ
ロ
お
お
い
た
作
戦
の

一
環
と
し
て
、
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
等
に
よ
る
美
化
活
動
等
、
各
種
の
環

境
保
全
活
動
に
参
加
し
た
方
に
対
し
て
エ
コ
マ

ネ
ー
「
め
じ
ろ
ん
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
マ
ネ
ー
「
め
じ
ろ
ん
」
は
、
８
月
か

ら
県
下
各
地
の
エ
コ
マ
ネ
ー
地
域
セ
ン
タ
ー
で

様
々
な
エ
コ
グ
ッ
ズ
と
交
換
で
き
る
ほ
か
、
植

樹
へ
の
寄
付
も
で
き
ま
す
。

※
エ
コ
マ
ネ
ー
「
め
じ
ろ
ん
」
を
利
用
し
た
い

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
等
の
主
催
者
は
、

　

事
前
に
エ
コ
マ
ネ
ー
メ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
応

　

募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
公
式
サ
イ
ト

http://w
w
w
.pref.oita.jp/13010/ecom

oney/

　

大
分
県
生
活
環
境
部
ご
み
ゼ
ロ
お
お
い
た
推

　

進
室
エ
コ
マ
ネ
ー
メ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
３
０
２
３
・
３
０
２
４
）

  

福　

祉

平
成
18
年
度「
自
死
遺
族
の
つ
ど
い
」

　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自

死
者
の
ご
遺
族
の
気
持
ち
が
少
し
で
も
穏
や
か

に
な
る
こ
と
を
願
い
、
安
心
し
て
気
持
ち
を
語

り
合
い
と
も
に
過
ご
す
場
と
し
て
「
自
死
遺
族

の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

第
１
回　

８
月
４
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
　

第
２
回　

11
月
20
日
㈪　

午
後



❼ 2006年7月発行

　
　
　

第
３
回　

３
月
９
日
㈪　

午
後

会
場　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
大
分
市
大
字
玉
沢
字
平
石
９
０
８
）

対
象
者　

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
遺

　

族
の
方

内
容　

グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

参
加
費　

無
料

●
お
問
い
合
せ･

申
込　

大
分
県
精
神
保
健
福

　

祉
セ
ン
タ
ー
（
ハ
ー
ト
コ
ム
お
お
い
た
）

　

☎
０
９
７‒

５
４
１‒

６
２
９
０

竹
田
市
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

  

竹
田
市
で
は
、
４
月
１
日
現
在
で
１
年
以
上
市

内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

並
び
に
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
に

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
６
月
末
か
ら
７
月
始
め
に
か
け

て
、
口
座
を
指
定
さ
れ
て
い
る
方
は
「
タ
ケ
タ

シ
フ
ク
シ
テ
ア
テ
」と
い
う
名
前
で
振
り
込
み
、

窓
口
受
領
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
は
ハ
ガ
キ
で

お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

支
給
額

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級
・
療
育
手
帳
Ａ

　

３
、０
０
０
円

身
体
障
害
者
手
帳
４
級
〜
６
級
・
療
育
手
帳
Ｂ

　

２
、０
０
０
円

※
ど
ち
ら
の
手
帳
も
お
持
ち
の
方
は
、
額
の
高

　

い
方
を
支
給
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

福
祉
事
務
所
福
祉
係

　

☎
63‒

４
８
１
１

平
成
18
年
度
竹
田
市
戦
没
者
追
悼
式

日
時　

７
月
25
日
㈫　

10
時
〜

場
所　

く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル

　

戦
没
者
の
慰
霊
と
遺
族
へ
の
慰
藉
を
行
う
と

と
も
に
、
恒
久
平
和
を
願
い
戦
没
者
追
悼
式
を

行
い
ま
す
。ご
遺
族
の
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

福
祉
事
務
所
管
理
係

　

☎
63‒

４
８
１
１

   

就　

職

平
成
19
年
３
月
学
校
卒
業
予
定
者
の

求
人
票
の
早
期
提
出
を

　

平
成
19
年
３
月
に
学
校
卒
業
予
定
の
中
学

生
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
求
人
受
付
を
６
月

20
日
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
若
い
優
秀
な
人
材

を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
事
業
主
の
方
は
早
期

に
採
用
計
画
を
立
て
、
早
め
に
求
人
票
を
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
提
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

高
等
学
校
か
ら
事
業
所
へ
の
推
薦
開
始
日

　

９
月
５
日
㈫

中
学
校
か
ら
事
業
所
へ
の
推
薦
開
始
日

　

平
成
19
年
１
月
１
日
㈪

個
別
求
人
説
明
会
開
催

　

求
人
の
提
出
方
法
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
学
卒
の
採
用
を
予
定
し
て
い
る

事
業
主
の
方
は
、
ご
希
望
の
日
時
を
担
当
江
藤

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

☎
０
９
７
４‒

22‒

８
６
０
９

「
電
気
事
故
防
止
」
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　
　
　
　

㈶
九
州
電
気
保
安
協
会

　

紙
面
の
都
合
上
、
内
容
に
つ
い
て
省
略
さ

れ
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

各
お
問
い
合
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



たけたん情報 平成18年7月号 ❽

　
求　

人

◇
臨
時
教
員
（
講
師
）
１
人
年
齢
不
問
16
万

◇
測
量
土
木
設
計
技
術
者
１
人
30
〜
50
才
25

〜
40
万
◇
正
看
護
師
１
人
45
才
以
下
18
・
５
〜

28
・
１
万
◇
歯
科
衛
生
士
１
人
20
〜
40
才
15
万

◇
訪
問
介
護
員
１
人
年
齢
不
問
14
・
４
万
◇
看

護
助
手
５
人
年
齢
不
問
12
・
６
〜
13
・
６
万
◇

保
育
士
１
人
年
齢
不
問
12
・
７
万
◇
ヘ
ル
パ
ー

１
人
年
齢
不
問
10
・
７
〜
15
万
◇
受
付
事
務
１

人
18
〜
40
才
12
・
３
万
◇
事
務
１
人
年
齢
不
問

12
・
５
万
◇
営
業
１
人
25
〜
40
才
20
〜
25
万
◇

接
客
１
人
20
〜
35
才
13
〜
15
万
◇
美
容
師
２
人

20
〜
35
才
15
〜
20
万
◇
販
売･

配
達
１
人
25
〜

40
才
17
〜
25
万
◇
ホ
ー
ル
係
１
人
20
〜
40
才
15

〜
16
万
◇
接
客
及
び
清
掃
１
人
年
齢
不
問
15
万

◇
携
帯
電
話
販
売
１
人
19
〜
28
才
13
万
◇
配
送

員
２
人
18
〜
40
才
15
〜
25
万
◇
整
備
士
１
人
年

齢
不
問
15
・
８
〜
21
・
１
万
◇
工
場
作
業
員
１

人
40
才
以
下
16
・
７
万
◇
商
品
配
達
員
１
人
20

〜
40
才
12
・
５
万
◇
重
機･
大
型
運
転
手
１
人

年
齢
不
問
16
・
８
〜
21
・
６
万

　

面
接
で
事
業
所
や
会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
相
談
室
の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ

て
か
ら
、
面
接
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野
竹

　

田
市
地
域
職
業
相
談
室　

☎
63‒

１
１
０
１

【
訂
正
と
お
詫
び
】
広
報
た
け
た
６
月
号
４
頁

　
「
竹
田
市
の
財
政
事
情
」
の
本
文
に
掲
載
し

　

た
平
成
17
年
度
一
般
会
計
決
算
見
込
額
の
歳

　

出
額
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

　

し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

誤
：
２
３
９
億
９
、４
１
７
万
円

　

正
：
２
２
９
億
９
、４
１
７
万
円

  

試　

験

防
衛
庁
職
員
Ⅲ
種

試
験
程
度　

高
校
卒
業
程
度

試
験
区
分　

一
般
事
務
、
電
気
、
機
械
、
土
木
、

　

建
築

受
験
資
格　

昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
平
成
元
年

　

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

受
付
期
間　

７
月
３
日
㈪
〜
19
日
㈬

第
１
次
試
験
日　

９
月
24
日
㈰

●
お
問
い
合
せ

　

福
岡
防
衛
施
設
局
総
務
部
総
務
課
人
事
係

　

☎
０
９
２‒

４
８
３‒

８
８
１
５

　

℻
０
９
２‒

４
７
４‒

３
６
８
５

　

防
衛
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.jda.go.jp/

裁
判
官
事
務
官
採
用
Ⅲ
種

日
時　

９
月
10
日
㈰　

12
時
50
分
〜
16
時
40
分

場
所　

大
分
市

対
象
者　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
制
限
有
）

申
込
期
間　

７
月
10
日
㈪
〜
18
日
㈫

　

※
消
印
有
効

請
求
方
法　

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

　

の
表
に
「
Ⅲ
種
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０

　

円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
及
び
郵
便
番
号
明
記

　

の
返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
）
を
同
封
し
て

　

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
地
方
裁
判
所
事
務
局
総

　

務
課
人
事
第
一
係

　

〒
８
７
０‒
８
５
６
４　

大
分
市
荷
揚
町
７‒

15

　

☎
０
９
７‒
５
３
２‒

７
１
６
１

　
（
内
線
６
１
５
）

平
成
18
年
度
狩
猟
免
許

受
付
期
間

１
回
目　

７
月
14
日
㈮
〜
７
月
28
日
㈮

２
回
目　

８
月
28
日
㈪
〜
９
月
８
日
㈮

試
験
内
容
・
日
時
・
会
場

【
１
回
目
】

　

網
・
わ
な
猟

　
　

８
月
11
日
㈮　

９
時
〜
17
時

　

第
一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟

　
　

８
月
10
日
㈭　

９
時
〜
17
時

　

会
場　

大
分
県
竹
田
総
合
庁
舎

【
２
回
目
】

　

網
・
わ
な
猟

　
　

９
月
24
日
㈰　

９
時
〜
17
時

　

第
一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟

　
　

９
月
23
日
㈯　

９
時
〜
17
時

　

会
場　

大
分
県
共
同
庁
舎
14
会
議
室

手
数
料　

４
、０
０
０
円
又
は
５
、０
０
０
円

そ
の
他　

大
分
県
豊
肥
振
興
局
農
山
村
振
興
部

　

に
申
請
書
と
関
係
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
豊
肥
振
興
局
農
山
村
振
興
部

　

☎
63‒

１
１
７
４
（
菅
）

平
成
18
年
度
自
衛
官

募
集
種
目　

一
般
曹
候
補
学
生
、
曹
候
補
士
、

　

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子･

女
子
）、
航
空

　

学
生

対
象　

18
歳
以
上
の
方
（
年
齢
制
限
有
）

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈫
〜
９
月
８
日
㈮

※
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）
は
年
間
を
通

　

じ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

試
験
日
程　

９
月
16
日
㈯
〜
24
日
㈰

●
お
問
い
合
せ

　

自
衛
隊
大
分
地
方
連
絡
部
竹
田
募
集
事
務
所

　

☎
63‒

３
３
２
０



※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（渡辺善照：☎ 77 ‒ 2067、斉藤義昭：☎ 75 ‒ 2692、太田正一：☎ 68 ‒ 2480）

1 ㈯ ・第 52回男子・第 58回女子全日本総合ソフトボール選手権大会地区予選会（2日まで）開会式 8:00 ～（竹田市総合運動公園竹田市民球場・多目
的広場、飛田川野球場〔男子〕、竹田市直入総合運動公園多目的広場〔女子〕）　・全国安全週間（7日まで）　・国民安全の日

2 ㈰ ・第 52回男子・第 58回女子全日本総合ソフトボール選手権大会地区予選会（竹田市総合運動公園竹田市民球場・多目的広場〔男子〕、竹田市直入
総合運動公園多目的広場〔女子〕）

3 ㈪ ・第 3回街並み景観写真展作品募集（8月 25日まで）　・防衛庁職員Ⅲ種試験受付（19日まで）　・宅地建物取引主任者資格試験受付（31日まで）
・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日　・第 56回「社会を明るくする運動」竹田市民集会（9:00 直入総合支所前、9:30 市役所本庁 3階会議室）

4 ㈫ ・第 56回「社会を明るくする運動」竹田市民集会 9:00（久住総合支所前）
・竹田法律相談センター 14:00 ～ 16:30（竹田市中央公民館）

5 ㈬ ・第 2回精神保健家族教室「治療の作用と副作用、障害への対処の工夫」13:00 ～ 16:00（大分県精神保健福祉センター研修室［大分市］）
・北京故宮博物院「西太后とラストエンペラー」8月 31日まで（大分県立芸術会館）

6 ㈭ ・第 16回自治会対抗ミニバレーボール大会開会式 19:00 ～（竹田市体育センター）　・平成 18年度中九州・地域高規格道路促進期成会総会 10:30
～ 13:00（久住高原荘）　・竹田温泉「花水月」休館日

7 ㈮ ・サマーアドベンチャー 2006 参加者募集〆切
・川の日

8 ㈯ ・ほたるの里帰り 10:00 ～ 13:00（明治小学校）

9 ㈰
10㈪ ・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日

・裁判官事務官採用Ⅲ種試験受付（18日まで）

11㈫ ・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋臨時休館日
・竹田温泉「花水月」夏期メンテナンス休館日（14日まで）

12㈬ ・銃砲刀剣類登録審査会 10:30 ～ 16:00（県総合庁舎 6階 61会議室［大分市］）
・竹田温泉「花水月」夏期メンテナンス休館日（14日まで）

13㈭ ・竹田温泉「花水月」夏期メンテナンス休館日（14日まで）
・サマージャンボ宝くじ販売（8月 1日まで）

14㈮ ・平成 18年度消防設備士試験受付（25日まで）　・竹田温泉「花水月」夏期メンテナンス休館日
・大分県介護支援専門員実務研修受講試験受付（8月 4日まで）

15㈯ ・稲葉川河川清掃 8:00 ～（竹田温泉「花水月」駐車場集合）　・第 28回スポーツ少年団軟式野球交流大分県大会（17日まで）
・勤労青少年の日

竹田市のこよみ7月
2006年

総合健診日変更のお知らせ
　直入地域　7月 30日㈰→ 8月 6日㈰
　久住地域　8月 6日㈰→ 8月 20日㈰

 9 日㈰・竹田市歩こう会「早朝散歩・岡城」5：50広瀬神社
　　　　  下集合（※ 1）
16日㈰・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「夏の飯田高
　　　　  原」7：30竹田市役所前集合（※ 2）
25日㈫・竹田市歩こう会「遊歩道」8：00豊後竹田駅前集合
　　　　  （※ 1）



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（小林会長：☎ 62 ‒ 3304）　※2：お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62 ‒ 4100
※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080 ‒ 5274 ‒ 3359）

16㈰ ・大分合同新聞社旗争奪各地域ソフトボール大会竹田市代表決定戦 9:00 ～（荻小グラウンド外）　　・第 2回竹田市ジュニアサッカー交流大会（久住総合運動公園）　・第 21回名水まつり・河川プー
ル開き　・社会を明るくする運動竹田市民大会 14:00 ～ 16:00（久住中央公民館）　・第 28回スポーツ少年団軟式野球交流大分県大会（17日まで）　・全国海難防止強調運動（31日まで）

17㈪ ・第 18回大野川源流祭り 10:00 ～（陽目の里キャンピングパーク）　・第 28回スポーツ少年団軟式野球交流大分県大会
・海の日　・夏休み図書館まつり 14:00 ～ 16:00（竹田市総合社会福祉センター）

18㈫ ・県病健康教室「造血幹細胞移植って何？その 2」13:00 ～ 14:00（大分県立病院 3階講堂［大分市］）
・竹田法律相談センター 14:00 ～ 16:30（竹田市中央公民館）　・新規大学等卒業予定者就職面接会 10:00 ～ 15:00（トキハ会館［大分市］）

19㈬ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（直入総合支所）　・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）
・温泉療養文化館「御前湯」休館日　・食育の日

20㈭ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所 1階厚生室）
・竹田温泉「花水月」休館日

21㈮ ・森と湖に親しむ旬間（31日まで）　・青少年の日
・自然に親しむ運動（8月 20日まで）

22㈯ ・竹田夏越祭　・道の駅・竹田 10周年記念フェア 9:00 ～（23日まで）
・第 4回久住高原そよ風ウォーク申込〆切

23㈰ ・道の駅・竹田 10周年記念フェア 9:00 ～　・家庭の日
・とうきびフェスタ 2006 in 菅生 9:00 ～ 16:00（竹田ドライブイン）　・竹田夏越祭

24㈪ ・竹田市ワンコイン倶楽部申込〆切
・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日

25㈫ ・竹田市戦没者追悼式 10:00 ～（くじゅうサンホール）

26㈬
27㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

28㈮ ・チャリティバザー 11:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）　・「奥豊後竹田ふるさと友の会」会員募集〆切
・民事介入暴力集中相談所 10:00 ～ 16:00（コンパルホール 3階 301 会議室［大分市］）

29㈯ ・日本一炭酸泉祭り（31日まで／直入町）
・『二十番謡会』8:00 ～ 18:00（塩津清人記念能舞台〔竹田市向丁〕）

30㈰ ・日本一炭酸泉祭り（31日まで／直入町）　・第 20回久住高原クロスカントリー大会 9:00 ～（日本一のマラソン練習コース）
・第 4回久住高原そよ風ウォーク 10:00 ～（畜産試験場ふれあい広場）

31㈰ ・日本一炭酸泉祭り（直入町）　・固定資産税 2期、国民健康保険税 1期、介護保険料 1期納期限
・荻の里温泉休館日　・宅地建物取引主任者資格試験申込〆切（郵送）

月　間・
その他

「ダメ。ゼッタイ。」普及運動（19日まで）　青少年の非行問題に取り組む全国強調月間　" 社会を明るくする運動 " 強調月間　平成 18年度「海外安全キャンペーン」（31
日まで）　「愛の血液助け合い運動」月間　海の月間・河川愛護月間・海岸愛護月間　青い羽根募金活動強調月間（8月 31日まで）　夏の省エネキャンペーン（9月 30日まで）

7月 22 日～ 8月 27 日の間、竹田温泉「花水月」は
夏休み特別企画として、営業時間を 1時間延長（13
時～21時→13時～ 22時〔入館は21時 30分まで〕）
します。

7月 31 日～ 8月 28 日の夏休み期間中、陽目の里名
水茶屋は休まず営業します。

8月 6日㈰　第 2回市民球技大会開催 !!




